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令
和
６
年
１
月
７
日

令
和
６
年
１
月
７
日
((日日))
、
成
東
文
化

、
成
東
文
化

会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
で
二
十
歳
を
祝
う

会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
で
二
十
歳
を
祝
う

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
成
人
年
齢
が

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
成
人
年
齢
が
2020

歳
か
ら

歳
か
ら
1818
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
昨
年
か
ら
成
人
式
の
名
称
を

に
よ
り
、
昨
年
か
ら
成
人
式
の
名
称
を

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
に
改
め
、
今
年
で

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
に
改
め
、
今
年
で

２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
二
十
歳
と
な
る
方
々
で
組
織

新
た
に
二
十
歳
と
な
る
方
々
で
組
織

さ
れ
た
二
十
歳
を
祝
う
会
実
行
委
員
が

さ
れ
た
二
十
歳
を
祝
う
会
実
行
委
員
が

会
の
企
画
や
運
営
な
ど
を
行
い
、
会
場
に

会
の
企
画
や
運
営
な
ど
を
行
い
、
会
場
に

は
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ

は
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ

方
々
が
集
い
、
旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を

方
々
が
集
い
、
旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を

喜
び
合
う
な
ど
笑
顔
あ
ふ
れ
る
様
子
が

喜
び
合
う
な
ど
笑
顔
あ
ふ
れ
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

見
ら
れ
ま
し
た
。

～
そ
の
道
に
お
い
て
一
流
～

～
そ
の
道
に
お
い
て
一
流
～

山
武
中
学
校
の
誇
り

山
武
中
学
校
の
誇
り

　
　
未
来
を
切
り
開
く
精
鋭
た
ち

　
　
未
来
を
切
り
開
く
精
鋭
た
ち

「
山
武
の
自
然
が
大
好
き
で
す
。
自
分
が

「
山
武
の
自
然
が
大
好
き
で
す
。
自
分
が

強
く
な
っ
て
山
武
を
盛
り
上
げ
な
い
と
い

強
く
な
っ
て
山
武
を
盛
り
上
げ
な
い
と
い

け
な
い
。」そ
う
語
る
の
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

け
な
い
。」そ
う
語
る
の
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
日
本
人
学
生
記
録
の
保
持
者
で
大
学
駅

ン
日
本
人
学
生
記
録
の
保
持
者
で
大
学
駅

伝
の
強
豪
駒
澤
大
学
陸
上
競
技
部
主
将
の

伝
の
強
豪
駒
澤
大
学
陸
上
競
技
部
主
将
の

篠
原
倖
太
朗
選
手（
実
門
）。
今
年
の
箱
根

篠
原
倖
太
朗
選
手（
実
門
）。
今
年
の
箱
根

駅
伝
で
は
第
一
区
を
快
走
し
、
区
間
賞（
歴

駅
伝
で
は
第
一
区
を
快
走
し
、
区
間
賞（
歴

代
２
位
の
記
録
）を
獲
得
。
そ
の
名
を
全
国

代
２
位
の
記
録
）を
獲
得
。
そ
の
名
を
全
国

に
轟
か
せ
ま
し
た
。
箱
根
の
舞
台
に
は
、
故

に
轟
か
せ
ま
し
た
。
箱
根
の
舞
台
に
は
、
故

郷
へ
の
想
い
が
こ
も
っ
た
冒
頭
の
有
言
実

郷
へ
の
想
い
が
こ
も
っ
た
冒
頭
の
有
言
実

行
が
あ
り
ま
し
た
。「
テ
レ
ビ
な
ど
出
身
高

行
が
あ
り
ま
し
た
。「
テ
レ
ビ
な
ど
出
身
高

校
名
だ
け
で
紹
介
さ
れ
る
た
め
、
な
か
な
か

校
名
だ
け
で
紹
介
さ
れ
る
た
め
、
な
か
な
か

山
武
市
出
身
と
覚
え
て
も
ら
え
な
く
て
。」

山
武
市
出
身
と
覚
え
て
も
ら
え
な
く
て
。」��

関
係
者
に「
自
分
は
山
武
市
出
身
で
す
。」と

関
係
者
に「
自
分
は
山
武
市
出
身
で
す
。」と

主
張
。「
当
日
の
中
継
で
、
出
身
は
イ
チ
ゴ
が

主
張
。「
当
日
の
中
継
で
、
出
身
は
イ
チ
ゴ
が

有
名
な
山
武
市
っ
て
紹
介
し
て
も
ら
え
た
ん

有
名
な
山
武
市
っ
て
紹
介
し
て
も
ら
え
た
ん

で
す
よ
。」と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し

で
す
よ
。」と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
た
。大

学
４
年
生
の
今
年
は
陸
上
競
技
部
の
主

大
学
４
年
生
の
今
年
は
陸
上
競
技
部
の
主

将
と
し
て
、
今
回
惜
し
く
も
叶
わ
な
か
っ
た

将
と
し
て
、
今
回
惜
し
く
も
叶
わ
な
か
っ
た

学
生
最
後
と
な
る
箱
根
駅
伝
で
の
優
勝
、
さ

学
生
最
後
と
な
る
箱
根
駅
伝
で
の
優
勝
、
さ

ら
に
卒
業
後
は
実
業
団
に
入
る
予
定
で
、
２

ら
に
卒
業
後
は
実
業
団
に
入
る
予
定
で
、
２

０
２
５
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
世
界
陸
上

０
２
５
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
世
界
陸
上

で
の
活
躍
を
目
指
し
ま
す
。

で
の
活
躍
を
目
指
し
ま
す
。

山武市山武市　二十歳をを祝う会会
～新たな門出、 心躍る旅立ち～～新たな門出、 心躍る旅立ち～
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当
日
、二
十
歳
を
祝
う
会
を
欠
席
さ

れ
た
方
は
、
生
涯
学
習
課（
成
東
中
央

公
民
館
内
）へ
３
月
31
日
㈰
ま
で
に
お

越
し
い
た
だ
け
れ
ば
記
念
品
を
お
渡
し

し
ま
す（
郵
送
不
可
）。

問　
生
涯
学
習
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
１

「
体
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
柔
道
か
ら
陸
上

「
体
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
柔
道
か
ら
陸
上

に
転
向
し
ま
し
た
。」山
武
中
学
校
入
学
後
に

に
転
向
し
ま
し
た
。」山
武
中
学
校
入
学
後
に

陸
上
競
技
を
始
め
た
と
い
う
篠
原
選
手
。
山

陸
上
競
技
を
始
め
た
と
い
う
篠
原
選
手
。
山

武
北
小
学
校
卒
業
ま
で
は
柔
道
の
強
豪
の
伊

武
北
小
学
校
卒
業
ま
で
は
柔
道
の
強
豪
の
伊

澤
直
乙
斗
選
手（
埴
谷
・
広
報
さ
ん
む

澤
直
乙
斗
選
手（
埴
谷
・
広
報
さ
ん
む
R5R5..

1212

月
号
Ｐ
４
参
照
）と
同
じ
柔
道
ク
ラ
ブ
で
切

月
号
Ｐ
４
参
照
）と
同
じ
柔
道
ク
ラ
ブ
で
切

磋
琢
磨
し
て
汗
を
流
し
、
試
合
で
は
上
位
を

磋
琢
磨
し
て
汗
を
流
し
、
試
合
で
は
上
位
を

競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。今
や
、日
本
国
内
や

競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。今
や
、日
本
国
内
や

世
界
で
活
躍
す
る
二
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

世
界
で
活
躍
す
る
二
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

究
め
る
た
め
の
不
断
の
努
力
と『
山
武
の
自

究
め
る
た
め
の
不
断
の
努
力
と『
山
武
の
自

然
が
大
好
き
』と
い
う
故
郷
へ

然
が
大
好
き
』と
い
う
故
郷
へ

の
熱
い
想
い
が
交
差
す
る
偉

の
熱
い
想
い
が
交
差
す
る
偉

業
に
、母
校
の
山
武
中
学
校
に

業
に
、母
校
の
山
武
中
学
校
に

は
、
校
訓『
そ
の
道
に
お
い
て

は
、
校
訓『
そ
の
道
に
お
い
て

一
流
』と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
、

一
流
』と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
、

誇
ら
し
く
佇
ん
で
い
ま
す
。

誇
ら
し
く
佇
ん
で
い
ま
す
。

11
月月
66
日
に
開
催
さ
れ
た
市
ス
ポ
ー
ツ
協

日
に
開
催
さ
れ
た
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
陸
上
競
技
部
主
催
の『
新
春
Ｕ
Ｄ

会
陸
上
競
技
部
主
催
の『
新
春
Ｕ
Ｄ
――
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

記
録
会
』で
、子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
走
る
篠

記
録
会
』で
、子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
走
る
篠

原
選
手
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち

原
選
手
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。
彼
ら
が
山
武

の
笑
顔
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。
彼
ら
が
山
武

の
こ
れ
か
ら
を
作
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
。」

の
こ
れ
か
ら
を
作
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
。」

篠
原
選
手
の
存
在
は
、山
武
市
の
未
来
へ
の

篠
原
選
手
の
存
在
は
、山
武
市
の
未
来
へ
の

希
望
と
活
力
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

希
望
と
活
力
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

二十歳の想い二十歳の想い これからの目標や将来の夢、今日を迎えたことなど、これからの目標や将来の夢、今日を迎えたことなど、

未来へ羽ばたく熱い想いを紹介します。未来へ羽ばたく熱い想いを紹介します。

松
まつ
田
だ
　翔
しょう
吾
ご
さん

家族や先生などの
支えがあり、今日を
迎えました。

人に感謝されるよ
う、日々の課題に全
力でぶつかり、さま
ざまなことに挑戦し
ていきたいと思いま
す。

岡
おか
村
むら
　俊
しゅん
介
すけ
さん

あっという間の
20年でした。楽し
かったことも辛かっ
たことも今の自分を
作り上げている経験
となっているのは、
近くで支えてくれた
人達のおかげです。
感謝しています。

御
み
子
こ
柴
しば
　愛
あい
華
か
さん

将来の夢は小学
校教諭になることで
す。

二十歳を迎え、さ
らに夢へ近づいてい
るので、これからも
引き続き精進して悔
いのないよう頑張り
たいと思います。

花
か
檀
だん
　飛

あすか
鳥さん 武

たけ
田
だ
　結
ゆい
さん 小

お
川
がわ
　結
ゆい
菜
な
さん

今まで自分を支え
てくれた家族、友人、
先生などに感謝して
います。

また、これからた
くさん恩返しができ
るよう、立派な人間
になりたいです。

今後の目標は、具
体的に考えることで
す。なりたい自分、
大きな目標は持って
いても行動に移せて
いないため、小さな
ことからでも目標に
近づけたら良いなと
思っています。

竹馬の友と晴れ
姿で再会できた嬉し
さでいっぱいです。
また、二十歳の今、
大人という認識は
まだ少ないですが、
少しずつ"大人"に
なっていけるよう努
めます。

YouTube
山武市公式チャンネル

今年の二十歳を
祝う会を動画で

Play Back!!

▲当日の様子はこちら

二十歳になったら
ママみたいに
式にでたいな！！

18年後に式でお会いできるのを18年後に式でお会いできるのを
楽しみにしていますね♪楽しみにしていますね♪
（by広報担当）（by広報担当）
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公益社団法人
全国スポーツ推進委員連合表彰
長年にわたりスポーツ推進委員として、
地域スポーツの普及振興にご尽力くださっ
ている２人の方が受賞しました。
功労者表彰　
伊
い
藤
とう
　　守

まもる
　氏(松尾町五反田)�

30年勤続表彰
𠮷
よし
岡
おか
　順
もと
子
こ
　氏(木戸)

表彰式は、第64回全国スポーツ推進委
員研究協議会青森大会で行われました。

� （11月16日）

第５回印西国際音楽コンクールヤングアーティスト部門銀賞
山武望洋中学校３年生の今関望

も
叶
か
さん(松

尾町高富)が、印西市で開催された国際音楽
コンクール声楽部門で銀賞を受賞しました。
「声とダンス、演技が融合したミュージカル
でお客様に楽しんでもらいたい。将来の夢
は、劇団四季のミュージカル女優になり、今

までお世話になった方々に感謝の気持ちを返したい。」と笑顔で語る
望叶さん。小学１年生からダンスを始め、中学２年生まで劇団サンブ
ステップスに所属し、夢に向かって練習を重ねてきました。その努力
が実り、今春に上演予定のミュージカル『アニー』の孤児役に選ばれ、
練習にもますます熱が入ります。情熱を胸に、ミュージカル女優の夢
へ向け４月からは都内の高校に進学し片道２時間半の通学が始まりま
す。さらなる高みを目指し挑戦を続ける望叶さんの未来が、より一層
素晴らしい舞台となりますように。

山武市表彰　善行表彰
　令和５年台風 13号に係る多額の災害義援金を
いただきました。

　杉
すぎ

村
むら

　克
かつ

治
はる

　氏　（奈良県橿原市）

第68回こども県展特別賞を受賞
第68回こども県展(千葉日報社主催)が開催され、県

内の小中学校590校、5万9535点の応募作品のうち、
市内小学校から1人の方の作品が特別賞を受賞されまし
た。おめでとうございます。
千葉県教育長賞
似
にた
内
ない
　必
ひつ
飛
と
　さん(成東小５年)

　　　　　　「学校のためにありがとう」

千葉県功労者表彰を受賞
循環型社会形成推進功労者表彰を受けた２人の方が市

長へ受賞の報告に訪れました。長きにわたり地域の環境
保全に貢献されたことが認められました。(１月18日)
産業廃棄物関係事業功労者 (不法投棄監視員の部)
並
なみ
木
き
　康
やす
雄
お
　氏(津辺)

木
き
村
むら
　義
よし
久
ひさ
　氏(松尾町五反田)

T　環境保全課　　☎0475（80）1163

▲木村義久さん(左)、並木康雄さん(中)、市長(右)

T　スポーツ振興課
☎0475（80）1461
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令和６年山武市消防出初式
令和６年山武市消防出初式をさんぶの森文化
ホールにて挙行し、消防活動に長年活躍された
91�人の方と、市の代表として第45回山武消防ポ
ンプ操法大会に出場した２部が表彰されました。
また、令和５年中に市内で発生した火災において、
初期消火にご協力いただいた方に市長から感謝状
が贈られました。� （１月14�日）
受賞者〈敬称略、順不同〉(　)内は、分団と部名

千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章（
10
人
）

本
部
付
分
団
長�

井い

野の　
德の

り
茂し

げ

第
８
副
分
団
長�

栗く
り

原は
ら　

和か
ず

貴た
か

班
長�

上う
え

野の　
正ま

さ
博ひ

ろ�

（
７
―
１
）

団
員�

石い
し

渡わ
た　
順

じ
ゅ
ん

一い
ち�

（
１
―
２
）

団
員�

五ご

木き

田た

喜き

能よ
し�

（
２
―
４
）

団
員�

長は

谷せ

川が
わ
強つ

よ
志し�

（
４
―
４
）

団
員�

平ひ
ら

岡お
か　

香か

苗な
え�

（
５
―
３
）

団
員�

石い
し

井い　
達た

つ
也や�

（
11
―
２
）

団
員�

早は
や
野の　
英ひ

で
一か

ず�

（
13
―
４
）

東
消
防
署�

消
防
司
令�

井い

出で　
啓ひ

ろ

敦の
ぶ

精
勤
章（
13
人
）

本
部
付
分
団
長�

友と
も

國く
に　

孝
た
か
し

本
部
付
分
団
長�
川か

わ
津つ　
篤あ

つ
史し

第
６
副
分
団
長�
阿あ

部べ　
靖や

す
寿ひ

さ

部
長�

川か
わ
島し

ま　
尊

た
か
し�

（
13
―
４
）

班
長�

布ふ

施せ　
峰み

ね
男お�

（
３
―
１
）

団
員�

大お
お

久く

保ぼ

光み
つ

芳よ
し�

（
１
―
３
）

団
員�

秋あ
き
庭に

わ　
直な

お
樹き�

（
２
―
５
）

団
員�

伊い

藤と
う　
敏と

し
生き�

（
６
―
３
）

団
員�

林は
や
し

　
　
伸の

ぶ
訓く

に�

（
８
―
２
）

団
員�

小お

川が
わ　
恭た

か
央ひ

ろ�

（
10
―
３
）

団
員�

石い
し
橋ば

し　
純

じ
ゅ
ん�

（
11
―
１
）

団
員�

行な
め

木き　
勝

ま
さ
る�

（
12
―
１
）

団
員�

鈴す
ず
木き　
文ふ

み
雄お�

（
13
―
１
）

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
章�（
14
人
）

第
９
分
団
長�

加か

瀬せ　
悟さ

と
史し

第
５
副
分
団
長�

十と

川か
わ　
将ま

さ
彦ひ

こ

部
長�

小お

川が
わ　

洸ひ
ろ

明あ
き�

（
２
―
７
）

団
員�

高た
か

橋は
し　

美よ
し

貴た
か�

（
２
―
１
）

団
員�

渡わ
た

邉な
べ　
和か

ず
佐さ�

（
２
―
１
）

団
員�

富と
み

永な
が　
弘ひ

ろ
樹き�

（
２
―
２
）

団
員�

斉さ
い

藤と
う　

幹み
き

夫お�

（
３
―
３
）

団
員�

川か
わ

島し
ま　

広こ
う

大だ
い�

（
４
―
２
）

団
員�

松ま
つ

村む
ら　

眞ま
さ

光み
つ�

（
４
―
３
）

団
員�

綿わ
た

貫ぬ
き　
俊と

し
貴き�

（
８
―
１
）

団
員�

押お
し

尾お　
光み

つ
博ひ

ろ�

（
10
―
１
）

山
武
分
署�

消
防
士
長　
松ま

つ
下し

た　
景け

い

祐す
け

東
消
防
署�

消
防
副
士
長　
梶か

じ
ヶが
谷や

正ま
さ
人と

山
武
分
署�

消
防
副
士
長　
小お

倉ぐ
ら　
美よ

し
樹き

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章（
４
人
）

班
長�

今い
ま

関ぜ
き　

孝
た
か
し�

（
２
―
６
）

班
長�

成な
り
川か

わ　
文ふ

み
康や

す�

（
４
―
３
）

団
員�

小お

栗ぐ
り　
義よ

し
通み

つ�

（
５
―
３
）

東
消
防
署�
消
防
司
令　
林は

や
し　　
文ふ

み

隆た
か

精
勤
章（
９
人
）

部
長�

萩は
ぎ
原わ

ら　
伸の

ぶ
和か

ず�

（
２
―
３
）

班
長�

椎し
い

名な　
智と

も
之ゆ

き�
（
１
―
１
）

班
長�

小お

川が
わ　

孝た
か

佳よ
し�

（
３
―
１
）

班
長�

鈴す
ず
木き　
悠ゆ

う
介す

け�

（
６
―
２
）

団
員�

鈴す
ず

木き　
勝か

つ
也や�

（
３
―
４
）

団
員�

齋さ
い
藤と

う　
真し

ん
一い

ち�

（
４
―
１
）

団
員�

内う
ち
田だ　
健け

ん
悟ご�

（
９
―
２
）

団
員�

並な
み

木き　
一か

ず
寅の

ぶ�

（
12
―
３
）

東
消
防
署�

消
防
士
長　
土つ

ち
屋や　
伸の

ぶ

博ひ
ろ

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
表
彰

功
労
章（
４
人
）

班
長�

小お

川が
わ　
大だ

い
輔す

け�

（
２
―
７
）

団
員�

遠え
ん

藤ど
う　
毅

つ
よ
し�

（
８
―
１
）

団
員�

押お
し

尾お　
学

ま
な
ぶ�

（
11
―
２
）

団
員�

渡わ
た

邉な
べ　

浩ひ
ろ

志し�

（
13
―
４
）

精
勤
章（
７
人
）

団
員�

藤ふ
じ

城し
ろ　
信の

ぶ
明あ

き�

（
３
―
２
）

団
員�

白し
ら

根ね　
秀ひ

で
樹き�

（
３
―
３
）

団
員�

石い
し
田だ　
貴た

か
裕ひ

ろ�

（
８
―
３
）

団
員�

川か
わ
島し

ま　
敦

あ
つ
し�

（
９
―
１
）

団
員�

土つ
ち

屋や　
公こ

う
一い

ち�

（
10
―
２
）

団
員�

加か

藤と
う　

利と
し

明あ
き�

（
10
―
３
）

団
員�

押お
し

田だ　
行ゆ

き
雄お�

（
12
―
２
）

山
武
市
長
表
彰（
15
人
）

第
９
副
分
団
長�

井い
の
上う

え　
尚な

お
人ひ

と

部
長�

長な
が
瀬せ　
賢た

か
由よ

し�

（
３
―
２
）

部
長�

伊い

藤と
う　
稔

み
の
る�

（
４
―
４
）

部
長�

嵡と
こ
ろ

　
　
博ひ

ろ
文ぶ

み�

（
５
―
２
）

部
長�

堀ほ
り
添ぞ

え　
康や

す
隆た

か�

（
６
―
１
）

部
長�

鐏い
し
づ
き
　
　
美よ

し
英ひ

で�

（
12
―
１
）

班
長�

小お

川が
わ　

俊と
し

明あ
き�

（
７
―
２
）

班
長�

押お
し
尾お　
康や

す
男お�

（
11
―
３
）

団
員�

橋は
し

本も
と　

英ひ
で

雄お�

（
４
―
２
）

団
員�
山や

ま
木き　
幸こ

う
介す

け�

（
６
―
２
）

団
員�
江え

口ぐ
ち　
和か

ず
也や�

（
７
―
２
）

団
員�

吉よ
し

井い　
健た

け
彦ひ

こ�

（
８
―
３
）

団
員�

山や
ま

口ぐ
ち　
義よ

し
博ひ

ろ�

（
11
―
３
）

団
員�

東と
う

城じ
ょ
う�

利と
し

秀ひ
で�

（
12
―
２
）

団
員�

藤ふ
じ

井い　
貴た

か
之ゆ

き�

（
13
―
１
）

山
武
市
消
防
団
長
表
彰（
15
人
）

部
長�

實じ
つ
方か

た　
亨

と
お
る�

（
１
―
１
）

部
長�

鵜う

沢ざ
わ　

晴は
る

彦ひ
こ�

（
２
―
５
）

部
長�

櫻さ
く
ら

井い　
信し

ん
二じ�

（
４
―
５
）

部
長�

古ふ
る

沢さ
わ　
元も

と
基き�

（
４
―
７
）

部
長�

渡わ
た

邉な
べ　
侑ゆ

う
也や�

（
５
―
１
）

部
長�

浅あ
さ

野の　
拓た

く
也や�

（
６
―
３
）

部
長�

若わ
か

名な　
真し

ん
吾ご�

（
７
―
１
）

部
長�

田た

邊な
べ　

裕ゆ
う

介す
け�

（
９
―
１
）

部
長�

秋あ
き

葉ば　
史ふ

み
弥や�

（
10
―
２
）

部
長�

越こ
し
川か

わ�

亮り
ょ
う
輔す

け�

（
11
―
１
）

部
長�

川か
わ

島し
ま�

涼り
ょ
う

太た�

（
13
―
２
）

団
員�

布ふ

施せ

継つ
ぎ

之の

助す
け�

（
１
―
２
）

団
員�

越こ
し

川か
わ　
雄ゆ

う
介す

け�

（
13
―
３
）

団
員�

伊い

藤と
う　
愛あ

い�

（
女
性
部
）

団
員�

髙た
か

橋は
し　
尚な

お
子こ�

（
女
性
部
）

優
良
部
特
別
表
彰

第
４
分
団
第
４
部

�

（
井
之
内
岡
・
六
区
）

第
12
分
団
第
１
部

�

（
山
室
・
引
越
・
谷
津
・
古
和
）

初
期
消
火
協
力
に
対
す
る
感
謝
状

11
月
30
日
発
生
建
物
火
災

�

佐さ

藤と
う　

秀ひ
で

哉や�

（
新
泉
ト
）

T　消防防災課　　☎0475（80）1119
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行政からの
お知らせ

information

の
申
告

　
　
始
ま
る

税

◆令和５年分 税の申告相談日程表

※	例年、申告会場では午前中が大変混雑し長時間お待ちいただいております。比較的午後の方が空いておりますので、ご
利用の際にはご協力をお願いします。また、日程表の地区指定日では都合がつかない方は、山武市役所相談会場をご利
用ください。

※３月１１日以降の山武市役所相談会場は大変込み合うことが予想されますので、お早めに申告をお願いします。

令和６年 対    象    地    区　・　対　象　者
 受付時間 ： 午前の部　9：00 ～ 11：00　　　午後の部　13：00 ～ 16：00

期日 山武市役所相談会場 
３階 大会議室 出張相談会場

2月16日㈮
収入なし・年金収入・給与収入のみの方2月19日㈪

2月20日㈫

2月21日㈬
成東・姫島・殿台・津辺・島

松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉 

セ
ン
タ
ー

山室・引越・谷津・古和・小川
上大蔵・下大蔵・金尾・蕪木

2月22日㈭ 八田・猿尾・五反田・祝田・水深
本水深・田越・大堤・松尾・富士見台

2月26日㈪ 市場・親田・川崎・和田・板附・湯坂・野堀 
嶋戸・真行寺・新泉・富田・寺崎・早船・柴原

広根・下野・折戸・下之郷・借毛本郷
高富・本柏・木刀・武野里

2月27日㈫ 地区指定なし
2月28日㈬ 地区指定なし
2月29日㈭ 上横地・下横地・草深・五木田

小泉・富口・富田幸谷
蓮　

沼 

出
張
所

蓮沼ロ・平

3 月 1 日 ㈮ 蓮沼ハ・ホ
3 月 4 日 ㈪ 白幡・本須賀 蓮沼イ・ニ
3 月 5 日 ㈫ 地区指定なし
3 月 6 日 ㈬ 白幡・本須賀

さ
ん
ぶ
の
森 

交
流
セ
ン
タ
ー 

あ
ら
ら
ぎ
館

埴谷・戸田・麻生新田
中津田・板川・美杉野3 月 7 日 ㈭ 木戸・小松・松ヶ谷イ・松ヶ谷ロ・井之内

3 月 8 日 ㈮ 板中新田・沖渡・横田
実門・大木・木原3月11日㈪

地区指定なし
3月12日㈫ 椎崎・矢部・日向台・森

雨坪・武勝・下布田・植草
3月13日㈬ 地区指定なし
3月14日㈭
3月15日㈮

◆
令
和
５
年
分
の

　
所
得
税
確
定
申
告
書

　
住
民
税
申
告
書
提
出
期
間
は

　

２
月
16
日
㈮
か
ら

　

  

３
月
15
日
㈮
ま
で
で
す
。

申
告
期
間
中
は
、
下
記
日
程
表
の
相
談

会
場
で
の
み
申
告
書
の
受
付
お
よ
び
申
告

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
課
税
課
窓
口
や

各
出
張
所
窓
口
で
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

【
午
前
の
部
】午
前
９
時
～
11
時

【
午
後
の
部
】午
後
１
時
～
４
時

◆
郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

所
得
税
確
定
申
告
書
郵
送
先　
東
京
国
税

局
業
務
セ
ン
タ
ー
千
葉
西
分
室（
東
金
税

務
署
）

〒
２
６
２

－
８
５
０
７
千
葉
市
花
見
川
区

　
武
石
町
１

－
５
２
０

住
民
税
申
告
書
郵
送
先　
山
武
市
役
所
課

税
課
市
民
税
係

〒
２
８
９

－

１
３
９
２
山
武
市
殿
台
２
９
６

T　
課
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
８
１
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◆申告に必要なもの
収入・控除の種類 必要な書類等

共通（いずれかが必要です）
・マイナンバーカード	
・通知カードと身分確認書類（運転免許証など）	
※扶養親族等のマイナンバーについても記載する必要があります。

給与・年金所得 ・源泉徴収票（原本）または収入金額を証明するもの
事業所得

（営業・農業・不動産）
・収入や経費がわかる書類	
・支払調書（不動産所得で発行されている場合）

雑所得・一時所得 ・保険会社から送付される通知書など

医療費控除　
・医療費控除の明細書（医療費の領収書を集計したもの）	
・健康保険から発行される医療費通知書	
※領収書を添付することはできません。

社会保険料控除
・国民年金保険料控除証明書	
・	国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料の領収書（他市区町

村の場合）
生命保険料控除	
地震保険料控除 ・保険会社が発行する控除証明書

寄附金控除 ・寄附先の発行する寄附金受領証明書など

住宅借入金等特別控除	
（２年目以後の年分の方）

・住宅借入金等特別控除額の計算明細書
・金融機関の借入金年末残高証明書
※令和５年中に 10年以上のローンでマイホームを取得した方は、必要書類
が異なりますので、東金税務署で申告してください。

◆
市
役
所
で
受
け
ら
れ
な
い
申
告

・
青
色
申
告（
事
業
、
不
動
産
）

・
消
費
税
、
贈
与
税

・
譲
渡
所
得
、
山
林
所
得

・
雑
損
控
除（
災
害
な
ど
の
控
除
）

・
準
確
定
申
告
な
ど

◆
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利

申
告
会
場
の
混
雑
に
よ
り
、
待
ち
時

間
が
長
時
間
に
な
る
場
合
や
当
日
に
手

続
き
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）や
郵

送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
が
必
要
か
確
認

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
が
正
し
く

算
定
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
申
請
や

証
明
書
な
ど
が
発
行
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告

が
必
要
か
ど
う
か
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

◆
年
金
関
係
書
類
の
再
発
行

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
や
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」か
ら
再
交
付
申
請
も
で
き
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
に
関

す
る
こ
と

T　
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

※
IP
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

�

☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

●
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
源
泉
徴
収

票
に
関
す
る
こ
と

T　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
IP
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

�

☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
６
５

◆
医
療
費
通
知
の
利
用

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
に
提
出
す

る
明
細
書
に
つ
い
て
、
医
療
費
通
知
を

添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
記
入
が
省
略
で

き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
医
療
費
通
知
発
送
日
程

は
、
次
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の

健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
各
健
康
保
険

組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
時
期
に
間
に
合
わ

な
い
発
送
分
は
、領
収
書
等
を
集
計
し
、

明
細
書
へ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

医療費通知発送日程

〇国民健康保険
診療月 発送時期
1月～ 5月 9月下旬
6月～ 10月 2月上旬
11月～ 12月 3月中旬

〇後期高齢者医療保険
診療月 発送時期
1月～ 5月 9月下旬
6月～ 10月 1月下旬
11月～ 12月 6月上旬
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
情
報

◆
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
実
施
期
間
は

９
月
20
日
か
ら
３
月
末
ま
で
で
す
。

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
早
め

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
手
元

に
接
種
券
が
な
い
場
合
は
、
市
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
は
、
期
間
中

に
１
回
の
み
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

◆
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
７
７
）７
７
９
５

�

［
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
］

T　

健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

２
月
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

�

推
進
月
間
で
す

　
２
月
と
８
月
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
推
進
月
間
と

し
て
、
オ
ー
ル
千

葉
体
制
で
の
普
及

・
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は

①
お
財
布
に
や
さ
し
い
…
…
新
薬
に
比

べ
３
～
５
割
程
度
お
薬
代
が
安
く
な

る
場
合
が
多
い
で
す
。

②
安
心
な
お
薬
で
す
…
…
国
が
許
可
し

た
お
薬
だ
け
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
変
更
は
簡
単
。
希
望
す
る
だ
け
…
…

　
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
を
２
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

令
和
５
年
10
月
に
薬
の
処
方
を
受
け

た
20
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
２
０
０
円
以
上
を
軽
減
で
き
る
方

T　

国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

国
民
年
金
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後

を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
で
す
。

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に

居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
加
入
で
き

ま
す
。
終
身
年
金
が
基
本
と
な
り
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

支
払
っ
た
掛
金
は
全
額
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

T　

全
国
国
民
年
金
基
金
首
都
圏
支
部

�

☎
０
5
０（
３
６
６
５
）０
２
０
６

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

年
金
事
務
所
で
の
年
金
相
談
・

手
続
き
に
は
、
予
約
が
お
す
す
め
で
す

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務

所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
、
事
前
予
約
を
行
っ
て
い

ま
す
。
待
ち
時
間
の
少
な
い
予
約
相
談

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
相
談
希
望
日
の
前
日
ま
で
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
予
約
の
際
は
、
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の（
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
、
年
金
手
帳
、
年
金
証

書
ま
た
は
年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
）

を
お
手
元
に
ご
用
意
の
う
え
、
全
国
共

通
の
予
約
受
付
専
用
電
話
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
老
齢
年
金
の
相
談
・
請
求
手
続
き
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

T　

予
約
受
付
専
用
電
話（
全
国
共
通
）

�

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

「
転
倒
骨
折
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

開
催
し
ま
す

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
て
、

い
つ
ま
で
も
転
ば
な
い
状
態
と
、
自
分

ら
し
い
現
役
生
活
が
見
つ
か
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。
市
内
の
健
康
・
医
療
・
介
護

に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
な
が
ら
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
過
ご
せ

る
方
法
を
、
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
２
月
16
日
㈮　
午
後
２
時
～
５
時

場　
所　
山
武
市
役
所
車
庫
棟
会
議
室

定　
員　
５０
人

申
込
方
法　
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
電
話

T　

高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
２

　健康・福
祉

日本年金機構
ホームページ

詳しくはこちら
↓



9 広報さんむ
2024.2月

山
武
市
奨
学
資
金（
修
学
金
・
入
学
準
備
金
）

の
貸
付
申
込
受
付

修
学
に
必
要
な
資
金
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
し
ま
す
。

◆
申
込
資
格
・
条
件　
大
学
に
入
学
が

決
定
し
て
い
る
か
在
学
中
の
方
で
、

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
父
母（
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
方
）が

５
年
以
上
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と
。

②
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
、
学
費
の
支

弁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

③
健
康
で
学
業
に
対
す
る
意
欲
が
あ

り
、
学
長
ま
た
は
出
身
学
校
長
の
推

薦
を
得
ら
れ
る
こ
と
。

④
他
か
ら
奨
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

⑤
申
請
者
の
世
帯
で
山
武
市
の
市
税
に

未
納
が
な
い
こ
と
。

※
申
請
に
は
、
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
貸
付
額
お
よ
び
募
集
人
数

・
修
学
金（
月
額
４
万
円
以
内
）

　
第
１
期　
３
人
・　
第
２
期　
２
人

・
入
学
準
備
金(

3０
万
円
以
内
）

　
第
１
期　
３
人
・　
第
２
期　
２
人

◆
提
出
書
類

①
山
武
市
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

②
山
武
市
奨
学
資
金
推
薦
書

③
出
身
高
等
学
校
等
の
調
査
書
ま
た
は

成
績
証
明
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
書
類

⑤
同
一
世
帯
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
の

収
入
を
証
す
る
書
類（
令
和
５
年
分

源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
等
の
写

し
等
）

⑥
合
格
通
知
書
の
写
し
ま
た
は
大
学
の

在
学
証
明
書

※
①
②
の
書
類
は
、
教
育
総
務
課
窓
口

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

◆
申
請
方
法　
山
武
市
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課
総
務
企
画
係　
〒
２
８

９
―
１
３
２
４　

山
武
市
殿
台
２
７

９
番
地
１（
山
武
市
教
育
委
員
会
庁

舎
）ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、必
ず「
簡

易
書
留
」に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

・
第
１
期　
２
月
1５
日
㈭
～
28
日
㈬

・
第
２
期　
３
月
８
日
㈮
～
27
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
は
、
第
１
期
、
第
２
期
と

も
に
締
切
日
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

T　

教
育
総
務
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
３
１

子
ど
も
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
原
画
・

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
紹
介

『
令
和
５
年
度
千
葉
県
子
ど
も
の
人

権
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
テ
ス
ト
』、『
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
千
葉
県

大
会
』が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
応
募

者
の
中
か
ら
、
山
武
市
で
は
次
の
方
々

が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
千
葉
県
子
ど
も
の
人
権
ポ
ス
タ
ー

　
原
画
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞　
蓮
沼
小
学
校
３
年

　
　
紺こ

ん

野の　
愛あ

利り

子す

さ
ん

　
作
品
名　
「
み
ん
な
ち
き
ゅ
う
の
子
」

◆
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

千
葉
県
大
会

千
葉
日
報
社
賞　
成
東
東
中
学
校
３
年

　
　
中な

か

谷た
に　
心み

優ゆ

さ
ん

　
作
品
名「
私
の
願
い
」

奨
励
賞　
山
武
中
学
校
１
年

　
　
糸い

と

久ひ
さ　
弘ひ

ろ

樹き

さ
ん

　
作
品
名「
い
じ
め
の
き
っ
か
け
と
考
え
方
」

奨
励
賞　
成
東
中
学
校
３
年

　
　
佐さ

藤と
う　
梓あ

ず
さ

さ
ん

　
作
品
名「
た
と
え
違
っ
た
と
し
て
も
」

奨
励
賞　
成
東
東
中
学
校
３
年

　
　
越こ

し

川か
わ　
紗さ

妃き

さ
ん

　
作
品
名「
障
が
い
と
社
会
」

奨
励
賞　
山
武
望
洋
中
学
校
３
年

　
　
増ま

す

田だ　
萌も

花か

さ
ん

　

作
品
名「
ト
イ
レ
の
偏
見
を
な
く
す

た
め
に
は
」

T　

市
民
自
治
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

�

情
報
伝
達
試
験
の
実
施
の
お
知
ら
せ

地
震
・
津
波
・
武
力
攻
撃
の
発
生
時

に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
情
報
伝
達
試

験
を
行
い
ま
す
。
試
験
当
日
は
防
災
行

政
無
線
の
テ
ス
ト
放
送
お
よ
び
登
録
制

メ
ー
ル
の
配
信
を
行
い
ま
す
。

日　
時　
２
月
９
日
㈮　
午
前
11
時
頃

放
送
内
容　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」３
回
繰
り
返
し

　
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
さ
ん
む
で
す
」

登
録
制
メ
ー
ル
の
送
信
内
容

件
名
：
国
民
保
護
情
報

本
文
：
千
葉
県
に
国
民
保
護
情
報
が
発

　
　
　
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ

　
　
　
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。

T　

消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

暮
ら
し・環
境

育
教・
て
育
子
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
さ
ん
む

�

～
食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う
～

食
品
ロ
ス
と
は
、
本
来
食
べ
ら
れ
る

に
も
関
わ
ら
ず
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食

べ
物
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
左
図
に
示

す
よ
う
に
令
和
３
年
度
に
は
、
約
５
２

３
万
ト
ン
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
た
と

推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
人
当
た

り
毎
日
お
に
ぎ
り
１
個（
１
１
４
g
）を

捨
て
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
含
ん
だ
ご
み
は
、
収
集

運
搬
や
焼
却
の
際
に
Ｃ
Ｏ
２
が
排
出
さ

れ
、地
球
温
暖
化
の
一
因
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
家
庭
が
食
品
ロ
ス
の

削
減
に
取
り
組
み
、
ご
み
を
減
量
化
す

る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

◆
家
庭
で
発
生
す
る
食
品
ロ
ス
の
種
類

食
べ
残
し　
食
卓
で
食
べ
き
ら
れ
ず
に

廃
棄
さ
れ
た
も
の

手
つ
か
ず
の
食
品（
直
接
廃
棄
）　
賞
味

期
限
切
れ
な
ど
に
よ
り
、
手
つ
か
ず

の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
も
の

皮
の
む
き
過
ぎ
な
ど（
過
剰
除
去
）　
厚

く
む
き
過
ぎ
た
野
菜
の
皮
な
ど
、
過

剰
に
除
去
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の

◆
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

調
理
の
と
き　
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
作

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
度
に
食

べ
き
れ
な
い
野
菜
は
、
冷
凍
や
乾
燥

の
下
処
理
を
し
て
、
小
分
け
保
存
な

ど
し
て
食
材
を
長
持
ち
さ
せ
る
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
の
と
き　
買
い
物
の
前
に
冷
蔵

庫
の
中
の
在
庫
を
確
認
し
て
、
無
駄

な
食
材
を
買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

飲
食
店
で
食
事
す
る
と
き　
自
身
や
家

族
が
食
べ
き
れ
る
量
を
注
文
し
ま

し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
食

品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

T　

環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
２
月
号

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
の
ご
案
内

毎
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
18
日
は
、

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」で

す
。
こ
の
機
会
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１
金
融
機
関（
銀
行
）を
装
っ
た
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
サ
イ
ト（
偽
サ
イ
ト
）へ
誘
導

す
る
電
子
メ
ー
ル
が
数
多
く
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
リ
ン
ク
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
た
サ
イ
ト
に
は
、
ロ
グ
イ

ン
せ
ず
、
金
融
機
関
の
公
式
サ
イ
ト

や
公
式
ア
プ
リ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

２
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
大
切
に
管
理
し
ま

し
ょ
う

３
ロ
グ
イ
ン
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
他

人
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
身
に
覚
え
の
な
い
添
付
フ
ァ
イ
ル
は

ウ
イ
ル
ス
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
開
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

５
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、
信
頼

で
き
る
お
店
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

６
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
紛
失
・盗
難
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

７
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口　
千
葉
県
警
察
本
部『
相
談

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
』

�

☎
０
４
３（
２
２
７
）９
１
１
０
ま
た

は
♯
９
１
１
０（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
固
定

電
話
の
み
）［
平
日
午
前
８
時
3０
分
～
午

後
５
時
1５
分
］

T　
山
武
警
察
署
生
活
安
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
１
１
０

野
外
焼
却（
野
焼
き
）の
禁
止

家
庭
等
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
一
部

の
例
外
を
除
き
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す（
罰
則
つ
き
）。野
焼
き
と
は
、

生
活
家
庭
ご
み
や
木
く
ず
な
ど
を
ド
ラ

ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、
地
面
や
素
掘

り
の
穴
で
燃
や
す
こ
と
で
す
。

ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

不
適
正
処
理
を
な
く
す
た
め
に「
し
な

い
」「
さ
せ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
で
行

動
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
通
報
に
よ
り
違
反
者
に
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
11
月
末
現
在　
通
報
件
数
48
件

※
令
和
４
年
度　
通
報
件
数
54
件

T　

環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
３

市ホームページ

食品ロス
ポータルサイト

出典：環境省　食品ロスポータルサイト

令和３年度日本における食品ロス量
（単位：万トン）



11 広報さんむ2024.2月

農
業
経
営
状
況
調
査
の
お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
は
、
経
営
面
積
1０
ア
ー
ル

以
上
の
方
を
対
象
に
、
８
月
１
日
現
在

の
農
業
経
営
状
況
等
に
関
す
る
調
査
を

一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

3０
年
度
以
降
、
経
営
状
況
に
変
更
が

あ
っ
た
方
を
調
査
の
対
象
と
し
て
、
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

経
営
状
況（
経
営
主
、
従
事
日
数
、

農
機
具
数
、
家
畜
数
、
主
要
作
物
な
ど
）

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

T　

農
業
委
員
会
事
務
局

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
４
１

令
和
５
年
台
風
第
13
号
の
接
近
に

伴
う
大
雨
に
よ
る
災
害
復
興
住
宅

資
金
利
子
補
給
金
制
度
の
お
知
ら
せ

災
害
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
に
代
わ

る
住
宅
の
建
設
や
補
修
を
行
う
方
を
対

象
と
し
て
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金

に
係
る
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

対
象
者　
災
害
発
生
時
に
被
災
住
宅
に

居
住
さ
れ
て
い
た
方
で
罹
災
証
明
書
の

発
行
を
受
け
て
い
る
方

利
子
補
給
率　
２
％
以
内

利
子
補
給
期
間　
利
子
の
支
払
開
始
日

か
ら
５
年
間

※
申
し
込
み
期
限
等
、
詳
し
く
は
都
市
整

備
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１
月
15
日
以
前
に
融
資
の
申

し
込
み
を
行
っ
た
方
は
３
月
15
日
㈮

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

T　

都
市
整
備
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
２

携
帯
電
話
基
地
局
の
開
設
に
伴
う

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
の
お
知
ら
せ

２
月
中
旬
よ
り
、
新
し
い
基
地
局
か

ら
試
験
電
波
の
発
射
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
内
の
一
部
地

域
で
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
恐
れ

が
あ
り
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は�

「
７
０
０M

H
z

利
用
推
進
協
会
」よ
り

事
前
に
お
知
ら
せ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
生
じ
た
場
合

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
対
策
工
事
が
必
要
な
場
合
は「
７
０
０

M
H
z

利
用
推
進
協
会
」が
無
償
で
行
う

た
め
、
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

T　
７
０
０M

H
z

（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）テ
レ
ビ

受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２（
無
料
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
で
右
記
番
号
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

�

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０（
有
料
）

　
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

［
午
前
９
時
～
午
後
10
時（
年
中
無
休
）］

市
民
テ
ニ
ス（
硬
式
）交
流
会

（
初
心
者
・
シ
ニ
ア
の
部
）参
加
者
募
集

日　
時　
３
月
17
・
24
日
㈰　

午
前
９

時
3０
分
～（
予
備
日
24
日
㈰
）

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
ふ
れ
あ
い
公
園�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
C
・
D
・
E
・
F�

コ
ー
ト
）

種　
目　
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格　
山
武
市
民
ま
た
は
市
テ
ニ
ス

協
会
主
催
テ
ニ
ス
教
室
に
参
加
経
験
が

あ
る
方

参
加
費　
1
ペ
ア
に
つ
き
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
２
月
４
日
㈰

そ
の
他　
電
話
連
絡
を
す
る
場
合
は
、

午
後
１
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

S���
・
T�

山
武
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
テ

ニ
ス
部�

三
浦

�

📱
０
９
０（
４
３
６
５
）５
７
６
２

Msam
m
u.tennis@

gm
ail.com

も
っ
と
知
り
た
い
！
さ
ん
む
の
魅
力
講
座

タ
イ
ト
ル　
第
14
回　

浪
切
不
動
院
に

見
る
古
建
築
の
魅
力

日　
時　
３
月
２
日
㈯　
午
後
１
時
3０
分

～
３
時
2０
分（
少
雨
決
行
・
大
雨
時
中
止
）

見
学
場
所　
不
動
院
長
勝
寺
本
堂（
浪
切

不
動
院
）

定　
員　
2０
人（
事
前
予
約
）

講　
師　
山
田　
隆
司
氏（
山
武
市
文
化

財
審
議
会
委
員
）

集
合
場
所　
市
役
所
正
面
玄
関
前（
徒
歩

に
て
現
地
に
向
か
い
ま
す
）

受
付
開
始　
午
後
１
時
～

予
約
開
始　
２
月
14
日
㈬　
午
前
９
時
～

予
約
方
法　
資
料
館
へ
直
接
来
館
か
電

話
受
付（
留
守
電
不
可
）

内　
容　
市
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
不

動
院
長
勝
寺
本
堂（
浪
切
不
動
院
）は

崖
面
に
建
つ「
懸
崖
造
り
」の
建
物
で

す
。
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
社
寺
建
築
の

専
門
家
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

注
意
事
項　
市
役
所
駐
車
場
か
ら
見
学

場
所
ま
で
と
、
境
内
に
お
い
て
徒
歩
移

動
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服

装
・
靴
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

T　

歴
史
民
俗
資
料
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）２
８
４
２

催
し・募
集
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行政からの
お知らせ

information

成
東
中
央
公
民
館
講
座

サ
ン
ブ
杉
で
Ｍｙ
箸
作
り
教
室

サ
ン
ブ
杉
を
使
っ
て
自
分
だ
け
の
マ

イ
箸
を
手
作
り
し
ま
し
ょ
う
。
菜
箸
も

作
れ
ま
す
。

日　
時　
３
月
17
日
㈰　
午
後
２
時
～

４
時

参
加
費　
無
料（
材
料
費
・
教
材
費
の

み
負
担
）

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
先
着
順
・
定
員
を
超
え
た
場
合
、
未

経
験
者
優
先

定　
員　
2０
人

申
込
方
法　
成
東
中
央
公
民
館
の
窓
口

ま
た
は
電
話

受
付
期
間　
２
月
４
日
㈰
～
18
日
㈰

※
５
・
13
・
14
日
の
休
館
日
除
く

S���

・
T　
成
東
中
央
公
民
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）３
６
４
１

松
尾
藩
資
料
館
令
和
６
年
企
画
展

「
太
田
家
に
仕
え
た
重
臣
、
山
田
家
」開
催
の
お
知
ら
せ

松
尾
藩
太
田
家
に
仕
え
て
い
た
山
田

家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
紹

介
し
ま
す
。

期　
間　
１
月
７
日
㈰
～
12
月
28
日
㈯

（
休
館
日
は
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
3０
分
～
午
後
５
時

場　
所　
松
尾
藩
資
料
館（
松
尾
Ｉ
Ｔ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

入
館
料　
無
料

T　

歴
史
民
俗
資
料
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）２
８
４
２

さ
ん
ぶ
の
森
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

さ
ん
ぶ
の
森
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
図

書
館
入
口
両
壁
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
）は
、

改
修
工
事
の
た
め
１
月
2０
日
㈯
か
ら
３

月
31
日
㈰
ま
で
、
見
学
で
き
ま
せ
ん
。

ご
不
便
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

T　

歴
史
民
俗
資
料
館

�
☎
０
４
７
５（
８
２
）２
８
４
２

山
武
市
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

�
市
民
公
開
講
座

「
ひ
き
こ
も
り
お
よ
び
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
等
」に
関
す
る
正
し
い
知
識
お
よ

び
情
報
等
を
提
供
す
る
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
県
ひ

き
こ
も
り
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
報
告

会
お
よ
び
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

日　
時　
２
月
13
日
㈫　
午
後
１
時

　
3０
分
～
４
時
3０
分

場　
所　
山
武
市
役
所
車
庫
棟
第
６
・

７
会
議
室

講
演
会　
講
師�

千
葉
県
精
神
保
健
福

祉
士
協
会　
山
﨑　
久
之�

氏（
協
会

会
長
）

『
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
ひ
き
こ
も
り

専
門
職
に
問
わ
れ
て
い
る
も
の
を
考
え
る
』

事
業
説
明　
千
葉
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　
今
津　
寿
人�

氏

『
県
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
に
つ
い
て
』

定　
員　
先
着
8０
人

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

S　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン
ク

�

（
山
武
市
津
辺
２
５
２
番
地
１
）

�

☎
０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
１

�

F�

０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
８

m
info@

npo-link.jp

令
和
５
年
度
８
０
２
９
運
動

ブ
ロ
ッ
ク
別
県
民
公
開
講
座
の
ご
案
内

千
葉
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
体
の
健

康
の
維
持
に
必
要
な
食
支
援
を
行
い
、

健
康
寿
命
を
延
伸
し
て
い
く
こ
と
を

「
８
０
２
９（
ハ
チ
マ
ル
肉
）と
い
う
形

で
提
唱
し
推
進
し
て
い
ま
す
。
県
民
公

開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
座
名　
８
０
２
９
運
動
ブ
ロ
ッ
ク
別

県
民
公
開
講
座
～
８
０
２
９（
ハ
チ
マ

ル
肉
）は
健
康
寿
命
延
伸
の
合
言
葉
～

日　

時　

２
月
23
日
㈮　

午
後
１
時�

～
３
時

場　
所　
大
網
白
里
市
役
所（
保
健
文

化
セ
ン
タ
ー
３
階
）

講　
師　
平
井
愛
山
先
生（
千
葉
県
循

環
器
病
セ
ン
タ
ー
総
合
内
科
医
）

演　
題　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
口
腔

嚥
下
機
能
低
下
症
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ

る
入
院
を
予
防
す
る
コ
ツ
は
？

T　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
８
０
２
９
・�

　
健
康
寿
命
延
伸
委
員
会　

�

☎
０
４
３（
２
４
１
）６
４
７
３

巻
き
寿
司
講
習
会

「
お
ひ
な
さ
ま
」と「
桃
の
花
」の
絵
柄

の
太
巻
き
寿
司
を
作
り
ま
す
。

日　
時　
２
月
18
日
㈰　
午
前
11
時
～

午
後
1
時

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階　

調
理
実
習
室

定　
員　
先
着
1０
人

受
付
開
始　
２
月
５
日
㈪　
午
前
８
時

3０
分
～

負
担
金　
１
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス

ク
・
持
ち
帰
り
で
き
る
容
器

主　
催　
ア
グ
リ
さ
ん
む
成
東
支
部

S���

・
T　

農
政
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１
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蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
手
作
り
教
室

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
植
物
標
本
の
意

味
で
す
。
長
期
間
保
存
が
で
き
、
ど
ん

な
方
で
も
簡
単
に
楽
し
め
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日　
時　
２
月
17
日
㈯　
午
前
９
時
3０

分
～
正
午

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

定　
員　
1０
人

参
加
費　
１
５
０
０
円

持
ち
物　
手
拭
き
タ
オ
ル
・
新
聞
紙
・

長
め
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
ま
た
は
割
り
ば
し

講　
師　
フ
ル
ー
ル
咲�

山
本
咲
久
子
氏

◆
い
ち
ご
大
福
作
り
教
室

山
武
市
特
産
の
い
ち
ご
を
使
っ
て
い

ち
ご
大
福
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
２
月
21
日
㈬　
午
前
1０
時
～

正
午

場　

所　

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

定　
員　
12
人

参
加
費　
１
５
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭

き
タ
オ
ル
・
持
ち
帰
り
用
容
器

講　
師　
加
瀬�

昌
子
氏

受
付
期
間　
２
月
４
日
㈰
～
13
日
㈫

※
５
・
12
日
の
休
館
日
除
く

S���
・
T�

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階�

総
合
受
付
�
☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

（
山
武
俳
句
会
）

訥
弁
の
呟
き
の
ご
と
除
夜
の
鐘�

木
村　

一
夫　

山
里
は
音
一
つ
無
し
冬
日
和�

石
橋　

八
重
子

白
菊
や
送
迎
忙
し
ケ
ア
ホ
ー
ム�

伊
藤　

み
や
子

温
め
酒
「
あ
れ
」
の
凱
旋
紙
ふ
ぶ
き�

飯
塚　

け
い
じ

縁
先
に
と
び
か
う
鳥
や
春
浅
し�

遠
藤　

三
千
代

母
は
職
に
和
服
仕
立
て
し
針
供
養�

鈴
木　

と
し
子

下
総
は
晴
れ
て
上
総
の
片
時
雨�

川
島　

隆　
　

TT　　市民自治支援課市民自治支援課　　☎　　☎0475（80）12710475（80）1271

　交通安全協会は、交通事故防止のため、交通道徳の普及高揚　交通安全協会は、交通事故防止のため、交通道徳の普及高揚
と交通安全の実現に寄与することを目的に設立された団体でと交通安全の実現に寄与することを目的に設立された団体で
す。す。
　山武市交通安全協会の皆さんは、市民の交通安全のため、小　山武市交通安全協会の皆さんは、市民の交通安全のため、小
中学校・こども園・幼稚園等で交通安全教室を開催したり、市中学校・こども園・幼稚園等で交通安全教室を開催したり、市
内の交差点で街頭監視を行うなどの活動を行っています。内の交差点で街頭監視を行うなどの活動を行っています。

皆さん、皆さん、
交通安全協会を交通安全協会を
ご存じですか？ご存じですか？

★活動風景★活動風景

▶街頭監視 ( 松尾支部 )

▲交通安全教室（成東支部）

▲カーブミラー清掃
( 山武支部 ) ▶



※費目別の主な内容（決算額が大きい事業）
【教育費】
　○松尾小学校新校舎整備事業(繰越分含む) 16億9801万円

【民生費】
　○障害者自立支援事業 12億1221万円

【土木費】
　○道路維持補修事業 3億5227万円

【衛生費】
　○地方独立行政法人さんむ医療センター運営事業 3億3051万円

【商工費】
　○地域応援クーポン券事業(繰越分含む) 2億5788万円

○一般会計歳入

歳入合計

5702万円
255億

歳出合計

2979万円
242億

性質別歳出（カッコ内対前年度比率）

令和4年度決算報告
令和4年度の決算が12月定例議会にて認定されました。その概要を一般会計を中心にお知らせします。

歳入合計は255億5702万円
前年度に比べ19億5974万円減少　

総務費
33億5752万円

13.9％

総務費
33億5752万円

13.9％

市税
57億6334万円

22.6％

市税
57億6334万円

22.6％

繰入金
8億5581万円

3.3％

繰入金
8億5581万円

3.3％
繰越金

7億4121万円
2.9％

繰越金
7億4121万円

2.9％

その他（諸収入ほか）
17億9655万円

7.0％

その他（諸収入ほか）
17億9655万円

7.0％地方交付税
71億9604万円

28.2％

地方交付税
71億9604万円

28.2％

国庫支出金
38億68万円

14.9％ 

国庫支出金
38億68万円

14.9％ 

県支出金
14億863万円 

5.5％

県支出金
14億863万円 

5.5％

市債
22億5590万円

8.8％

市債
22億5590万円

8.8％

地方消費税交付金
11億6651万円

4.6％ 

地方消費税交付金
11億6651万円

4.6％ 

地方譲与税
2億8218万円

1.1％

地方譲与税
2億8218万円

1.1％
その他交付金
2億9017万円

1.1％

その他交付金
2億9017万円

1.1％

民生費
78億9337万円

32.6％ 

民生費
78億9337万円

32.6％ 

衛生費
22億5507万円

9.3％

衛生費
22億5507万円

9.3％

商工費
5億5760万円

2.3％

商工費
5億5760万円

2.3％

土木費
16億656万円

6.6％

土木費
16億656万円

6.6％

消防費
9億9359万円

4.1％

消防費
9億9359万円

4.1％

教育費
40億3495万円

16.6％

教育費
40億3495万円

16.6％

公債費
23億7605万円

9.8％

公債費
23億7605万円

9.8％

議会費
1億9451万円
0.8％

議会費
1億9451万円
0.8％

　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として実施し
た子育て世帯への臨時特別給付金が終了したことや、住民
税非課税世帯等臨時特別給付金事業費補助金が給付対
象者の減に伴い減額となったため、前年度に比べ全体で19
億5974万円減少となりました。
　なお、市税は法人市民税の増額などにより前年度と比べ
1億7959万円増額となりました。
※市税の内訳（カッコ内対前年度比率）
•市民税（個人） 21億6830万円  （＋ 0.6%）
•市民税（法人） 4億  325万円 （＋22.3%）
•固定資産税 26億4670万円 （＋ 2.8%）
•軽自動車税 1億9779万円 （＋ 3.4%）
•市たばこ税 3億4163万円 （＋ 4.6%）
•鉱産税 567万円 （＋ 0.6%）

○一般会計歳出
歳出合計は242億2979万円
前年度に比べ18億4577万円減少　

　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として実施し
た子育て世帯への臨時特別給付金の給付が終了したこと
や、令和３年度は国営かんがい排水事業北総中央地区負担
金の一括償還があったため、前年度に比べ全体で18億
4577万円の減少となりました。
　歳出を費目別でみると、民生費が全体の32.6%を占めて
おり、続いて教育費16.6%、総務費13.9%の順となっています。

○人件費 40億9909万円 （＋  1.2％） ○積立金  6億5671万円 （－50.4％）
○扶助費 39億7920万円 （－13.6％） ○投資及び出資金・貸付金 4112万円 （－  7.9％）
○公債費 23億7605万円 （＋  7.0％） ○繰出金  22億9213万円 （＋  3.1％）
○物件費 32億6646万円 （＋  1.8％） ○普通建設事業費  36億5443万円 （－  9.8％）
○維持補修費 1億9728万円 （－  6.3％） ○災害復旧事業費  29万円 （－97.1％）
○補助費等 36億6703万円 （－11.2％）   合計242億2979万円 （－  7.1％）

農林水産業費
9億6057万円

4.0％ 

農林水産業費
9億6057万円

4.0％ 

【
用
語
の
解
説
】

＊
歳
入
＊

繰
入
金
・・・一般
会
計
、特
別
会

計
、基
金
の
間
で
移
動
す
る
お
金 

地
方
交
付
税
・・・ど
の
地
方
自

治
体
で
も一定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
行
え
る
よ
う
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

国
庫
支
出
金
・・・
市
が
行
う
事

業
に
対
し
、必
要
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

市
債
・・・
公
共
施
設
の
整
備
な

ど
の
資
金
と
し
て
借
り
る
お
金

地
方
譲
与
税
・・・
国
税
と
し
て

徴
収
さ
れ
た
後
、市
に
譲
与
さ
れ

る
お
金（
地
方
揮
発
油
譲
与
税

や
自
動
車
重
量
譲
与
税
な
ど
）

＊
歳
出
＊

扶
助
費
・・・
高
齢
者
、障
が
い

者
、児
童
、生
活
困
窮
者
な
ど
へ

の
支
援
に
要
す
る
お
金

公
債
費
・・・
市
の
借
入
金
の
返

済
に
か
か
る
お
金

物
件
費・・・市
の
事
業
に
必
要
な

消
耗
品
や
備
品
、委
託
業
務
な

ど
に
要
す
る
お
金

補
助
費
等
・・・一部
事
務
組
合
へ

の
負
担
金
や
各
種
団
体
への
補

助
金
な
ど

積
立
金・・・
計
画
的
な
財
政
運

営
や
特
定
の
支
出
目
的
の
た
め

に
基
金
に
積
立
て
る
お
金（
市
の

預
金
）

繰
出
金
・・・
特
別
会
計
の
事
務

を
補
助
す
る
た
め
、一般
会
計
か

ら
特
別
会
計
に
支
出
す
る
お
金

普
通
建
設
事
業
費
・・・
道
路
や

学
校
の
建
設
な
ど
、社
会
資
本

整
備
に
要
す
る
お
金

○市債の状況
市の市債残高は271億986万円
前年度に比べ15億2976万円増加

市民１人あたりの借金
55万5371円（＋3万5725円）

○基金の状況

○特別会計・公営企業会計の決算

市の基金残高は198億6667万円
前年度に比べ5億1665万円増加

市民１人あたりの預金
40万6987円（＋1万3902円）

残高の推移

H30 R3 R4R4R3 R2R1

残高の推移

R2H30 R1

244億
7690万円

255億
8010万円

271億
986万円

193億
5002万円

198億
6667万円

246億
126万円239億

4557万円

190億
4567万円

185億
7180万円

183億
4381万円

14広報さんむ
2024.2月



○市債の状況
市の市債残高は271億986万円
前年度に比べ15億2976万円増加

市民１人あたりの借金
55万5371円（＋3万5725円）

○基金の状況

○特別会計・公営企業会計の決算

市の基金残高は198億6667万円
前年度に比べ5億1665万円増加

市民１人あたりの預金
40万6987円（＋1万3902円）

残高の推移

H30 R3 R4R4R3 R2R1

残高の推移

R2H30 R1

244億
7690万円

255億
8010万円

271億
986万円

193億
5002万円

198億
6667万円

246億
126万円239億

4557万円

190億
4567万円

185億
7180万円

183億
4381万円

T　財政課　☎0475（80）1121

国民健康保険特別会計 歳入 66億7794万円
（事業勘定） 歳出 66億4628万円
国民健康保険特別会計 歳入 8015万円

（直営診療施設勘定） 歳出 7047万円
後期高齢者医療特別会計 歳入 6億5997万円

歳出 6億5150万円
介護保険特別会計 歳入 50億1702万円

歳出 49億7035万円

地方独立行政法人さんむ医療 歳入 20億2675万円
センター公債管理特別会計 歳出 20億2675万円
農業集落排水事業特別会計 歳入 2億9751万円

歳出 2億9397万円
水道事業会計 収益的収入 3億5676万円

〔公営企業会計〕 収益的支出 3億3155万円
資本的収入 776万円
資本的支出 2億 952万円

15 広報さんむ2024.2月

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
若
返
り
の
表
情
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日　
時　
１
月
24
日
㈬　
午
前
1０
時
～

11
時
3０
分

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　
会
議
室

定　
員　
2０
人

参
加
費　
３
０
０
円

講　
師　
開
運
ラ
ッ
キ
ー
メ
イ
ク
セ
ラ

ピ
ス
ト　
小
高　
公
美
世�

氏

持
ち
物　
置
き
か
が
み

受
付
期
間　
１
月
４
日
㈭
～
2０
日
㈯

※
８
・
1５
日
の
休
館
日
除
く

S�

・
T　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
総
合
受
付

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

事業名 総事業費（千円） 摘要

地域まちづくり事業 2,984
蓮沼むらづくり協議会・山武西まちづくり協議会・緑海まちづくり
協議会の活動費

市民提案型交流のまちづくり推進事業 1,321 4 件の事業実施費

地域賑わい創出事業 251 松尾高校での英語合宿の開催

さんむＳ１フェスティバル実行委員会補助事業 734 Ｓ１フェスティバル実行委員会の活動補助金

サマーカーニバル実行委員会補助事業 813 サマーカーニバル実行委員会による事業実施費

エコノミックガーデニング推進事業 1,438 報償費およびさんむエコノミックガーデニング推進協議会の活動補助金

商店等魅力発信事業 6,794 『SAMMUMAGAZINE』の発行に係る委託料

地域人材活用教育支援プラットフォーム形成事業 8,010 学校支援センターの運営および学校活動支援に係る委託料

山のおんぶ実行委員会補助事業 1,800 山のおんぶ実行委員会による事業実施費

合計 24,145 総事業費のうち、運用益金から 11,572 千円を充当しました。

地域振興基金運用益金を活用した事業の報告
　市では、市民の連帯の強化や地域振興を進めるために設けられた「山武市地域振興基金」の運用から生ずる収益 ( 運用益金 )
を財源とした事業展開をしています。令和４年度において運用益金を活用して実施した事業の概要について報告します。

T　企画政策課　　☎0475（80）1132
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手当名 内容および支給単価
国の
制度 
との
異同

国の制度と 
異なる内容

支給実績 
（令和４

年度）

支給職員
1 人当たり 
平均支給
額（令和
４年度）

扶養手当

扶養親族のある職員に支給 
子　10,000 円　
子以外の被扶養者　 6,500 円　
16 ～ 22 歳までの子は 5,000 円加算

同じ 32,248 千円 220,879 円

住居手当
住宅を借り受けている職員に支給　 
支給限度額　月額 28,000 円

同じ 13,684 千円 263,160 円

通勤手当
通勤距離が片道 2km 以上である職員に支給 
徒歩通勤者には支給なし　
公共交通機関利用者は、定期代を支給

異なる

自家用車等の通勤
者 に 対 し、 手 当
額 を 4km ご と に
設定しているが、
2km ごとに設定し
て支給している

41,820 千円 96,581 円

管理職 
手当

職員を管理、監督する地位にある職員に支給 
医師　　96,400 円
部長級　73,000 円
次長級　62,000 円 
課長級　53,000 円　
主幹　　42,000 円
補佐、園長級　34,000 円 
副主幹　24,000 円　
副園長　21,000 円

異なる 支給対象職員およ
び支給額 42,720 千円 496,744 円

管理職員 
特別勤務 

手当

管理職職員が、臨時または緊急の必要ま
たは公務の運営の必要により勤務したと
きに支給 
週休日等　
8 級職員　12,000 円
7 級職員　10,000 円　
6 級職員　 8,000 円 
要勤務日　
22 時以降の勤務に対し週休日等の手当額
の半額を支給

異なる
週休日等で 4 時間
未満の短時間勤務
は、手当額の 2 分
の 1 を支給

155 千円 77,500 円

初任給
調整手当 医師に支給 同じ －千円 －円

宿日直 
手当

休日等に来庁者の受付および庁舎の保全 
等を行う者に支給
勤務１回につき 4,400 円支給

同じ －千円 －円

区分 令和４年度 
当初職員数

令和５年度 
当初職員数 増減

一
般
行
政
部
門

議会 5 人 5 人 0 人

総務 112 人 113 人 1 人

税務 28 人 29 人 1 人

農水 18 人 19 人 1 人

商工 9 人 9 人 0 人

土木 27 人 26 人 ▲ 1 人

民生 99 人 106 人 7 人

衛生 33 人 35 人 2 人

小計 331 人 342 人 11 人

特別行政部門
（教育） 75 人 71 人 ▲ 4 人

公営企業等
会計部門 38 人 32 人 ▲ 6 人

合計 444 人 445 人 1 人

区
分

20
歳
未
満

20
歳
～
23
歳

24
歳
～
27
歳

28
歳
～
31
歳

32
歳
～
35
歳

36
歳
～
39
歳

40
歳
～
43
歳

44
歳
～
47
歳

48
歳
～
51
歳

52
歳
～
55
歳

56
歳
～
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

5
人

38
人

53
人

29
人

26
人

20
人

51
人

49
人

90
人

47
人

30
人

7
人

445
人

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 過去 5 年間の増減数（率）
一般行政 334 336 336 331 342 8 人 (2.40%)

教育 76 75 75 75 71 ▲ 5 人 （▲ 6.58%)

消防 0 0 0 0 0 0 人 (0.00%)

普通会計計 410 411 411 406 413 3 人 (0.73%)

公営企業等会計計 37 37 36 38 32 ▲ 5 人 （▲ 13.51%)

総合計 447 448 447 444 445 ▲ 2 人 （▲ 0.45%)

区分 月額等 期末手当　

給
料

市　長 800,000 円
【6 月支給分】
基本給×役職加算（20%）×期末手当支給率（2.20） 

【12 月支給分】 
基本給×役職加算（20%）×期末手当支給率（2.20）

副市長 690,000 円

報
酬

議　長 410,000 円

副議長 360,000 円

議　員 330,000 円

●	職員数の状況

●	特別職の報酬等の状況（令和５年４月１日現在）

区分 全職種

支給実績 890 千円

支給職員 1 人当たり平均 
支給額（令和４年度決算） 46,826 円

職員全体に占める手当 
支給職員の割合（令和４年度） 4.1％

手当の種類（手当数） ７

手当の
名称

主な支給
対象職員 主な支給対象業務

支給
実績 

（令和４
年度）

左記職員に
対する 

支給単価

徴収
業務手当 収税課職員 税、債権の徴収業務 487 千円 月額

3,500 円

生活保護
業務手当

社会福祉課
保護係職員 生活保護に関する業務 252 千円 月額

3,500 円

防疫等
作業手当

健康支援課
職員

新型コロナウイルスに
感染する可能性のある

業務
支給なし 日額

3,000 円

研究手当 医師 診療に関する研究 支給なし 月額
30,000 円

診療手当 医師 患者の診療、
手術に関する業務 支給なし 日額

1,100 円

時間外
診療手当 医師 受付時間外の診療に

関する業務 支給なし 1 回
3,500 円

看護手当 診療所
看護師

診療所での看護、
介護に関する業務 151 千円 日額 700 円

（４）特殊勤務手当 （５）その他の手当（令和５年４月１日現在）

（１）部門別職員数と主な増減理由
（２）年齢別職員構成の状況

（３）職員数の推移

（注）	公営企業等会計部門は、水道企業会計、国民健康保険特別会計、介護
保険特別会計および農業集落排水事業特別会計に属する職員をいい
ます。
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山武市職員の給与・定員管理等の状況
　地方公務員の給与は、地方公務員法により、国や他の地方公共団体の職員の給与、民間企業従業員の給与、その他の事情を考慮して決
めることとなっています。山武市職員の給与は、人事院勧告および千葉県人事委員会勧告に基づき、市議会の審議を経て条例で定められ
ています。その内容について、市民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。

区分 住民基本台帳人口 
（令和5年4月1日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率 

（B/A）
令和３年度

人件費率(参考)

４年度 49,103 人 27,583,775 千円 743,764 千円 4,305,001 千円 15.6% 16.2%

区分 職員数
（A）

給与費 1 人当たり
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

４年度 404 人 1,646,031 千円 292,622 千円 642,965 千円 2,581,618 千円 6,390 千円

● 総括
（１）人件費の状況（普通会計決算）

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況(令和5年4月1日現在)

（２）職員の初任給の状況 ( 令和５年４月１日現在）

（１）期末手当・勤勉手当

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 令和５年４月１日現在）

（１）一般行政職の級別職員数の状況
 （令和５年４月１日現在）

（３）ラスパイレス指数の状況
 （各年度 4 月1日現在）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

( 注）	人件費とは、職員に支給された給与、職員手当、各種負担金の総額をいい、実質収支の額とは、団体の純剰余または純損失の
額を示すものです。

( 注）	職員数は、普通会計に属する一般行政職、技能労務職、保育士、幼稚園教諭等の総数であり、給与費とは、人件費のうち職
員に支給される給料および職員手当（退職手当を除く）をいいます。再任用職員（短時間勤務）は含まれていますが、会計
年度任用職員は含まれていません。

（注）「平均給料月額」とは、令和５年 4月 1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額
を合計したものです。
「平均給与月額（国比較ベース）」とは、国の公表資料と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で
算出しています。

● 職員の平均給与月額、初任給の状況 ● 一般行政職の級別職員数等の状況

● 職員手当の状況

区分 令和３年度 令和４年度

山武市 102.0 101.4

全国市平均 98.8 98.7

支給実績（令和４年度決算） 53,181 千円

支給職員 1 人当たり平均支給年額 113,635 円

支給対象地域 支給率 対象職種 支給対象職員数 
（再任用職員含む）

山武市内
3％ 行政職給料表適用職員 468 人

15％ 医療職給料表適用職員 0 人

区分 標準的な職務の内容 職員数 構成比

8 級 政策調整監、部長、議会事務
局長、次長、参事の職務 9 人 2.9％

7 級 会計管理者、課長、事務局長、
所長、室長、主幹の職務 34 人 11.0％

6 級 補佐、副主幹の職務 23 人 7.5％

5 級 係長、主査の職務 55 人 17.9％

4 級 主査補、主任技師の職務 72 人 23.4％

3 級 主任主事、主任技師の職務 23 人 7.5％

2 級 主事、技師の職務 46 人 14.9％

1 級 主事補、技師補の職務 46 人 14.9％

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国比較ベース）

山武市 41.3 歳 321,711 円 401,892 円 350,813 円

千葉県 40.3 歳 303,451 円 406,013 円 356,003 円

国 42.4 歳 322,487 円 －円 404,015 円

区分 山武市 千葉県 国

一般行政職
大学卒 191,700 円 191,700 円

総合職　189,700 円

一般職　185,200 円

高校卒 158,900 円 158,900 円  154,600 円

区分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

一般行政職
大学卒 273,700 円 353,689 円 408,333 円 430,000 円

高校卒 該当なし 該当なし 該当なし 391,275 円

山武市 千葉県 国

１人当たり平均支給額
( 令和４年度 )
 1,433 千円

１人当たり平均支給額
( 令和４年度 )
 －千円

１人当たり平均支給額
( 令和４年度 )　
 －千円

( 令和４年度支給割合 )
期末手当　2.40 月分
　　　　 (1.35) 月分
勤勉手当　2.00 月分
　　　　 (0.95) 月分

( 令和４年度支給割合 )
期末手当　2.40 月分
　　　　 (1.35) 月分
勤勉手当　2.00 月分
　　　　 (0.95) 月分

( 令和４年度支給割合 )
期末手当　2.40 月分
　　　　 (1.35) 月分
勤勉手当　2.00 月分
　　　　 (0.95) 月分

( 加算措置の状況 )
職制上の段階、職務の等級
による加算措置
役職加算　5％～ 20％

( 加算措置の状況 )
職制上の段階、職務の等級
による加算措置
役職加算　　 5％～ 20％
管理職加算　10％～ 25％

( 加算措置の状況 )　
職制上の段階、職務の等級
による加算措置
役職加算　　 5％～ 20％
管理職加算　10％～ 25％

（２）地域手当 ( 令和５年４月１日現在）

T　総務課　　☎0475（80）1117

( 注）	ラスパイレス指数とは、全地方公共団体
の一般行政職の給料月額を同一の基準で
比較するため、国の職員数（構成）を用
いて、学歴や経験年数の差による影響を
補正し、国の行政職俸給表（一）適用職
員の俸給月額を100として計算した指数。

( 注）1山武市給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。ただし、
　　　	技能労務職、幼稚園教諭、保育士等は除いています。

2標準的な職務の内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

( 注）	（　）内は再任用職員に係る支給割合です。

区分 全職種

令和４年度
決算

支給実績 96,324 千円

職員 1 人当たり平均支給年額 249 千円

令和３年度
決算

支給実績 81,201 千円

職員 1 人当たり平均支給年額 218 千円

（３）時間外勤務手当
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山武市まちづくり報告書を公開山武市まちづくり報告書を公開

●令和 4年度の進捗状況

●統合計画における『まちづくり報告書』の位置づけ

平成 31 年３月に策定しました『第２次山武市総合計画』に基づき、まちづくりのめざす姿を 24 の施策と
108 の基本事業に体系化し、『山武市まちづくり報告書』として公開します。

この『まちづくり報告書』は、「何を」「いつまでに」「どこまで」進めていくのか、また、進んでいるのか
明確に示すために設定した 247 の「成果指標値」の推移から、前年度のまちづくりの推進状況を市民の皆さま
にお知らせするものです。
『まちづくり報告書』は、市ホームページに掲載しているほか、企画政策課、各出張所、各図書館でも閲覧

できますのでご覧ください。

【施策成果指標の動向 (達成度 )】
24 施策の成果として設定されている 40 の成果指標について、計画開始

当初と比較して成果指標が向上している指標は約６割ですが、成果が向上
し、めざそう値に対して概ね順調な成果を上げていると評価したもの ( 評
価区分「達成」「高」) は 18 指標 (45.0％ ) となっています。維持・横ばい
のもの ( 評価区分「中」) が９指標 (22.5％ )、計画開始当初よりも低下した
もの ( 評価区分「低」) が 12 指標 (30.0％ ) となっています。

【基本事業の成果指標の動向 (達成度 )】
24 施策の成果 ( 前述の 40 成果指標 ) を向上させるための手段として、施

策体系に位置付づけられている 108 の基本事業の成果を示すものとして
207 の成果指標が設定されています。

それらの指標の動向として、成果が向上し、めざそう値に対して概ね順
調な成果を上げていると評価したもの ( 評価区分「達成」「高」) が 98 指標
(47.3％ )、維持・横ばいのもの ( 評価区分「中」) が 33 指標 (15.9％ )、計画
当初よりも低下したもの(評価区分「低」)が65指標(31.4％)となっています。

寄附に感謝いたします

◆株式会社ビートレーディング 様より
　寄附をいただきました。

　企業版ふるさと納税制度の寄附金をいただきま
した。ご厚意に深く感謝の意を表し、感謝状を贈
呈いたしました。
　寄附金は「美しい海水浴場次世代継承事業」に
充て、ビーチクリーン活動や環境保全教育に活用
いたします。 (10 月 26 日 )

◆ポート株式会社 様より
　寄附をいただきました。

　企業版ふるさと納税制度の寄附金をいただきま
した。ご厚意に深く感謝の意を表し、感謝状を贈
呈いたしました。
　寄附金は「企業誘致促進事業」に充て、地域経
済や地域振興、雇用創出、移住定住を目的とした
企業誘致施策に活用いたします。 (11 月 30 日 )

T　企画政策課　　☎0475（80）1132

T　企画政策課　　☎0475（80）1132

達成
83指標

高
15指標

中
33指標

低
65指標

比較不可（－）
11指標

達成
17指標低

12指標

比較不可（－）
1指標

高
1指標

中
9指標

貢献

政策
（６）

施策（24）

事務事業

まちづくり報告書 [施策・基本事業評価]

施策･基本事業の目標達成状況を成果指標で把
握し、その原因を分析・評価し今後の方向性を検
討します。

貢献

貢献

基本事業（108）

政策実現のための手段

施策実現のための手段

基本事業の目的を実現するための

最も具体的な手段

まちづくりの取り組み方向

[事務事業評価]

事務事業の活動内容や成果状況を把握し、事業成果

や施策･基本事業への貢献度から事業の改善案を検討

手段

目的

目的

手段 目的

手段
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３
館
共
通 

※
図
書
館
の
開
館
日
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、図
書

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）９
１
０
１

〈
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
〉

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

の
た
め
、
次
の
期
間
は
休
館
し
ま

す
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期
間　
２
月
５
日
㈪
～
４
月
１
日
㈪

場
所　
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

（
臨
時
休
館
中
の
電
話
対
応
時
間

午
前
8
時
3０
分
～
午
後
5
時
）

※
松
尾
図
書
館
・
成
東
図
書
館
は

通
常
ど
お
り
開
館
し
て
お
り
ま

す
。

※
工
事
の
状
況
に
よ
り
、休
館
期
間

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
休
館
中
は
、さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

所
蔵
資
料
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

※
予
約
の
受
取
希
望
を
さ
ん
ぶ
の

森
図
書
館
に
指
定
で
き
る
の
は
、

2
月
2
日
㈮
午
後
６
時
ま
で
で

す
。

※
休
館
に
伴
い
、開
催
中
の
イ
ベ
ン

ト
の
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

〈
教
え
て
！
み
ん
な
の
お
す
す
め
本
〉

期
間　
6
月
2
日
㈰
ま
で

〈
開
館
25
周
年
記
念
事
業　
さ
ん
ぶ

の
森
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
〉

期
間　
9
月
1
日
㈰
ま
で

松
尾
図
書
館

�

☎
０
４
７
９(
８
０)

８
０
６
６

〈
本
を
よ
ん
で
★
と
び
出
す
カ
ー
ド

を
つ
く
ろ
う
！
〉

期
間　
２
月
１
日
㈭
～
３
月
24
日
㈰

場
所　
松
尾
図
書
館

対
象　
幼
児
～
一
般

内
容　

期
間
中
に
本
を
読
ん
で

感
想
等
を
書
く
と
、と
び
出
す

カ
ー
ド
作
り
に
参
加
で
き
ま
す
。

〈
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
お
は
な
し
会
〉

日
時　
①
2
月
17
日
㈯�

オ
リ
ー
ブ

　
　
　
②
2
月
24
日
㈯　
そ
ら

　
各
日
午
前
11
時
～
11
時
3０
分

場
所　
松
尾
図
書
館

成
東
図
書
館 

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
２
９
９

〈
読
書
の
達
人
〉

申
込
期
間　
２
月
29
日
㈭
ま
で

開
催
期
間　
３
月
24
日
㈰
ま
で

場
所　
成
東
図
書
館

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

内
容　
専
用
の
読
書
通
帳
に
読
ん

だ
本
の
記
録
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。通
帳
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

ら
、景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

〈
お
は
な
し
会
〉

日
時　
２
月
1０
日
㈯　
午
前
11
時

～
11
時
3０
分

2月の
休館日

5
日
㈪・
8
日
㈭・
13
日
㈫・

14
日
㈬・
19
日
㈪・
26
日
㈪・

27
日
㈫

【新刊紹介】　Selected boo【新刊紹介】　Selected bookk
■『とっておきのハギレで作る　かわいい布こもの』

＜ブティック社＞
　捨てるのにはもったいない、ちょっと
した余り布で、簡単にかわいい布こもの
が作れます。トートバッグ風ミニポーチ、
エコバッグ、抱きつきネコポーチなど、
楽しく作れるハギレ活用アイデアグッズ
が満載。お家にあるとっておきのハギレ
で、かわいい布こものを作ってみません
か？

■『ヒトラーの馬を奪還せよ』　
アルテュール・ブラント／著 < 筑摩書房 >
　70年前に失われたはずの、ヒトラー
ゆかりの美術品。その美術品が突如、闇
市場に売りに出されたと聞いた著者は、
半信半疑ではありましたが、調査を始め
ます。果たして、この美術品は本物なの
か・・・。
　美術品をめぐる駆け引きを描いた、緊
迫のノンフィクション。

■『藤井聡太は、こう考える』
杉本　昌隆／著＜ PHP 研究所＞

　前人未到の八冠を達成した藤井聡太。
彼はなぜ強いのか？師匠である杉本昌隆
が、藤井がどのように考え、どのように
行動しているのか、余すところなく語り
ます。
　その圧倒的な強さの秘密を、藤井聡太
の考え方から知ることができる1冊。

■『帆船軍艦の殺人』
岡本　好貴／著 < 東京創元社 >
　1795年、英国の軍艦である戦列艦ハ
ルバード号は、とある任務のため、北
海を目指していました。しかし航海中、
戦列艦内で水兵が殺害されます。海尉
ヴァーノンは、犯人を見つけるべく調査
を始めますが・・・。
　軍艦という巨大な密室で起こる不可思
議な殺人事件を描いた、第33回鮎川哲
也賞受賞作。

■『ビジネス教養としての気象学』
隈　健一／著 
< 日経 BP 日本経済新聞出版 >
　元・気象研究所所長が、気象学の最前
線を講義。天気予報はどのように行われ
ているのか、気象データをビジネスにど
う活用すればよいのか等、気象学につい
てのさまざまな疑問を解消することがで
きます。
　ビジネスの視点から気象学について知
ることができる、おすすめの1冊です。
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相談名 期日 時　間 場　所 問い合わせ先

人
権
・
行
政
相
談

行政相談 6 日㈫

13：30 ～ 16：30 
（受付は 16：00 まで）

山武福祉センター

市民自治支援課
生活安全係
☎ 0475(80)1271

人権相談 
行政相談 13 日㈫ 山武市役所

人権相談
20 日㈫

山武福祉センター

行政相談 松尾 IT 保健福祉センター

人権相談 27 日㈫ 蓮沼出張所

人権相談 3/5 ㈫ 山武福祉センター

消費生活相談

月～金 
（祝日を

除く）
９：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：30 山武市役所 山武市消費生活センター

☎ 0475(82)8453

土 ９：00 ～ 16：00

電話相談のみ

千葉県消費者センター
☎ 047(434)0999

日・祝日 10：00 ～ 16：00 消費者ホットライン
☎ 0570(064)370

心
配
ご
と
相
談

一般相談

6 日㈫

13：30 ～ 16：30 
（受付は16：00まで）

山武福祉センター

山武市 
社会福祉協議会
☎ 0475(82)7102

13 日㈫ 成東老人福祉センター

20 日㈫

山武福祉センター

松尾 IT 保健福祉センター

27 日㈫ 蓮沼出張所

3/5 ㈫ 山武福祉センター

弁護士相談
（要予約）

7 日㈬

13：30 ～ 16：30

蓮沼出張所

14 日㈬ 山武福祉センター

21 日㈬ 成東老人福祉センター

28 日㈬ 松尾 IT 保健福祉センター

3/6 ㈬ 蓮沼出張所

税理士による無
料相談（要予約）

7 日㈬
21 日㈬

10：00 ～ 15：00 
（受付　平日 
９：00 ～ 12：00）

東金商工会館 3 階 県税理士会東金支部 
☎ 0475(50)6322

ナイター無料法
律相談（要予約）13 日㈫ 18：00 ～ 21：00 東金中央公民館

すずらん司法書士 
事務所
☎ 0475(51)5021

年金事務所によ
る出張年金相談
会（要予約）

20 日㈫ 9：30 ～ 15：30 山武市役所
第 1 会議室

出張年金相談予約 
専用電話
☎ 043(242)6324

障害年金無料個別相談会中止のお知らせ
　3 月 5 日㈫開催予定の障害年金無料個別相談会は、成東中央公民館休館の
ため、中止となりました。

　　　休日納税・相談窓口〈要電話予約〉休日納税・相談窓口〈要電話予約〉
　日　時　2月25日㈰　午前9時～午後5時
　場　所　市役所　収税課
　�　平日に納付や納税相談ができない方は、ぜひ
ご利用ください。
　�　口座振替も予約不要で申し込み可能（キャッ
シュカードをお持ちください）。
T収税課　☎0475（80）1151

　休日証明窓口休日証明窓口
　日　時　2月25日㈰　午前9時～午後5時
　場　所　市役所　市民課・課税課
○戸籍・住民票関係（住民票写し、戸籍に関す
る証明書、印鑑登録証明書、住所証明書の交付、
印鑑登録新規・廃止の受け付け）
※住民票の異動手続きは行えません。
T市民課　☎0475（80）1141
○市県民税関係（所得・課税・非課税証明書の交付）
T課税課　☎0475（80）1281

滞納のない「納税推進のまち」宣言！！

2月

納期のお知らせ
　国民健康保険税　第8期 2月29日㈭

各種無料相談窓口

10日（土）お好み焼きの販売

11日（日・祝）焼鳥・揚げ物、お好み焼きの販売�和太鼓［歩］①11：30～②13：30～

12日（月）お好み焼きの販売

17日（土）カレーボール・磯揚げ・半ペンの販売

18日（日）カレーボール・磯揚げ・半ペンの販売

〇煎りたて珈琲の販売　土・日・祝�
○ガパオライス・チャーハン・パッタイ等の販売　土・日・祝�
〇焼きぎょうざの販売　土、日、祝�
※レストラン蓮味は、土・日・祝日イワシ・野菜の天ぷら等テント販売を
　行います。
※天候等により中止となるイベントがあります。
☎0475(80)5020

T　国保年金課　　☎0475（80）1142
　　NPO法人みんなでサポートちば　　☎043（301）2311

お近くのコンビニエンスストアまたは一部の
スマートフォン決済アプリでも納付できます。《 》

　納期限までに納付しないと、延滞金が加算されます。

納税には便利な「口座振替」をご利用ください！

電子マネーで納付したら、納付書
の領収印欄に「納付済」とメモして、
重複納付を防止しよう！
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←各園の連絡先は
こちらから

休日当番医テレホンガイド　☎0475（50）2531

休 日 当 番 医 保 健 カ レ ン ダ ー

今月のこども園・幼稚園開放
開放時間　９：30～11：00

山武市の人口（1月1日現在）（前月比）

人口 48,369 人 （－57）
男 24,492 人 （  16）
女 23,877 人 （－73）

世帯数 22,669世帯 （  10）

12月の異動
増 転入 196 人 出生　20 人 その他　10 人
減 転出 171 人 死亡　81 人 その他　21 人

火災（12月）
建物火災 4 件

その他火災 6 件

交通事故（12月）
人身事故件数 16  件

死亡者数 1 人

※都合により変更になる場合があります。休日当番医テレホンガイドでご確認ください。
・専門以外は診療できない場合があります。
※昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
※電話番号をご確認の上、お問い合わせください。
●山武郡市急病診療所（年中無休、受付時間20：00～21：45）
　☎0475（50）2511

期日 +休日当番医　診療時間　9：00～17：00

4
日
㈰

きみのもりクリニック(大網白里) ☎0475 (70) 2366

花城医院(山武) ☎0479(86) 2233

11
日

（日・祝）

とうがね中央糖尿病腎クリニック(東金) ☎0475 (54) 2421

さんむ内科・糖尿病クリニック(山武) ☎0475 (88) 1491

12
日
㈪

東金たまクリニック(東金) ☎0475 (50) 9720

高橋医院（山武） ☎0475(82) 2450

18
日
㈰

古川クリニック(九十九里) ☎0475 (76) 1588

山崎医院(横芝光) ☎0479(82) 0561

23
日

（金・祝）

城西クリニック(東金) ☎0475 (52) 8181

明海クリニック(山武) ☎0475 (80) 5355

25
日
㈰

うじはらクリニック(大網白里) ☎0475(73) 3320

伊藤医院(山武) ☎0475 (82) 2508

�1日㈭　�おおひらこども園
�6日㈫　�なるとうこども園
�7日㈬　�なんごうこども園、しらはたこども園、
　　　　まつおこども園
�8日㈭　�日向幼稚園
�15日㈭　�おおひらこども園
20日㈫　�なるとうこども園
21日㈬　�なんごうこども園、しらはたこども園、
　　　　まつおこども園
詳細については、�
各園にお問い合わせください。

母子保健係　☎0475(80)1172

内　　容 期　日 受付時間 場　　所

２歳６か月児
歯科健診 6日㈫ 9:00 ～9:30

成東保健福祉センター３歳児健診 7日㈬ 13:00 ～14:00

１歳６か月児健診 8日㈭ 13:00 ～14:00

産後セルフケア 15日㈭ 9:30 ～10:00 成東保健福祉センター 
（申し込み制）

すくすく広場 15日㈭ 9:30 ～11:00
おおひらこども園 

（子育て支援センター） 
（申し込み制）

乳児健診 20日㈫ 13:00 ～14:00 さんむ医療センター

ベビーサロン 
（第1子優先） 26日㈪ 13:45 ～14:00 成東保健福祉センター 

（申し込み制）
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公募型上級救命講習会開催のお知らせ

　山武郡市広域組合消防本部では、
上級救命講習（公募型）を開催しており
ます。この講習会は、ＡＥＤを使用し
た心肺蘇生法（成人・小児・乳児）を中
心に、傷病者の管理方法、異物除去法、
搬送法および固定法などの応急手当
の知識・技術を習得するものです。
日時　３月３日㈰９時～17時
場�所　山武郡市広域行政組合消防本部�
３階講堂（東金市家徳384-2）
募�集対象　山武郡市広域行政組合
消防本部管内に在勤または在住
で13歳以上の方（先着30人）
申込期間　２月５日㈪～２月22日㈭
受講料　無料
そ�の他　動きやすい服装、筆記用
具、昼食、修了証の郵送用封筒
（宛先記入の上、84円切手貼付）
をご用意ください。

S���・T　山武郡市広域行政組合消
防本部　警防課救急係
　☎0475（52）8752（平日９時～17時）
　F0475（55）0131
　M fd.keibou@sanbukouiki-chiba.jp
※�申し込み時の伝達事項は住所、氏
名、生年月日、電話番号となります。
NPO千葉県中途失聴者・難聴者協会��
� 聞こえにくい人の交流会
　情報交換と交流、手話がわか
らなくても文字による聞こえのサ
ポートがつきます。
日時　２月11日㈰10時～12時
場�所　成東中央公民館　２階第3会議室
参加費　無料、申し込み不要
T　宮野�F0475（82）2670

あかりに寄席がやってくる！�
　　新春あかり寄席のお知らせ
日時　２月18日㈰開場11時30分、開演13時
場所　カフェ・キッチンあかり　多目的室
出演　落語研究会　縁
入場料　前売り1800円、当日1900円
　高校生以下　前売り500円、当日６００円
※食事・ドリンク付き
※レジカウンターで販売しています。
定員　30人
T　カフェ・キッチンあかり
　☎0475（77）8415
千葉県立東金高等技術専門校（ちばテク東金校）�
� 令和６年度４月入校生募集
　ちばテクは千葉県が設置する職
業能力開発校です。就職に直結す
る専門知識や技能・技術を身に付
けられます。
募集科
　①空間デザイン科（２年コース）
　②建築科（１年コース）
　③左官技術科（９カ月コース）
募集期間　２月19日㈪～３月７日㈭
選考日　３月19日㈫
入校日　４月５日㈮
その他　随時見学可能です。
※詳しくはお問い合わせください。
S・T　千葉県立東金高等技術専門校
　☎0475（52）3148

成田赤十字病院公開健康講座

　心不全～自己管理を中心に～
日時　３月２日㈯14時～15時30分
場所　赤坂ふれあいセンター　大会議室
講�師　青木　康大【あおき　やすひろ】�
（同病院循環器内科部長）
定員　80人
参加費　無料
申�込方法　同病院社会課《☎0476
（22）2311内線7508》電話または�
https://www.narita.jrc.or.jp/
form/lecture/kenkokoza/で�
２月１日㈭から受け付けます。
※詳しくはお問い合わせください。
千葉県弁護士会主催�
� 無料法律相談会
　千葉県弁護士会では、千葉県
地域自殺対策強化事業費補助金を
利用（予定）して、弁護士による無
料法律相談会を山武市で開催しま
す。借金問題、公的貸付、生活苦
（解雇・貸金未払など）、家族関係
のことなど、何でも無料でご相談
に対応します。お気軽にご利用く
ださい。
日時　３月15日㈮10時～16時
場所　山武市役所本庁舎　1階消費生活センター
定員　24人（事前予約・先着順・1人30分）
予約受付　平日10時～12時・13時～15時
T　千葉県弁護士会　☎043（227）8431
ペーパーレス化・業務効率化について学ぶ�
� DX導入セミナー開催のお知らせ
日時　２月21日㈬13時30分～15時（受付開始13時）
場所　山武市商工会　2階大会議室
参加費　無料
申込期間　２月14日㈬まで
S・T　山武市商工会　☎0479（86）5147

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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心の健康に関わる研修会のご案内

　～発達障害の基本的理解と関わり方～
日時　２月21日㈬13時～15時
場�所　千葉県山武健康福祉センター�
（山武保健所）３階大会議室
アクセス　東金駅下車　徒歩７分
※公共交通機関のご利用をお願いします。
講�師　千葉県発達障害支援センターCAS
相談員　西谷　美雪　先生
対�象　精神障害者家族、当事者、関係
機関職員、支援者、関心のある方など
定員　60人
参加費　無料
S���・T　山武郡市精神障害者家族会のぞみ会
　会長　一ノ宮　📱080（3010）0357
　のぞみ会事務局　沼袋　☎0475（88）3167
※�事前申し込みのみ、先着順に受
け付け、定員になり次第締め切り

第15回山武市芸文協まつりのお知らせ

◆将棋大会　
　一般の方も参加できます。
日時　２月25日㈰９時～
場所　成東中央公民館
T　代表　和田　☎0475（82）5037
◆芸能発表会・作品展示会
　市芸術文化協会員による日頃の
活動成果をご覧ください。
芸能発表　３月３日㈰９時30分開演
展示期間　３月１日㈮13時から３日㈰15時まで
場所　成東文化会館のぎくプラザ
T　成東中央公民館　☎0475（82）3641

千葉県立旭高等技術専門校� �
� 令和６年度４月入校生募集
訓練科　
　①NC機械加工科（１年コース）
　②自動車整備科（２年コース）
募集締切　３月７日㈭
選考日　３月19日㈫
入校日　４月５日㈮
その他　随時施設見学可能です。
※詳しくはお問い合わせください。
S���・T　千葉県立旭高等技術専門校
　☎0479（62）2508
山武オーディオ愛好会� �
� 試聴会開催のお知らせ
　自作真空管アンプを持ち寄りア
ナログレコード、CDなどの試聴、
ジャズ、クラシック、歌謡曲など
聴きたいレコードやCDをご持参
ください。午後の時間帯でオー
ディオ茂木さんのオーディオ談義
を予定しています（質問も受け付
けます）。
日時　３月10日㈰10時～16時
場�所　成東文化会館のぎくプラザ
２階視聴覚室
入場料　無料
T　佐瀬　弘　📱080（5019）3158

つるし飾り展～さんむの雛まつり～

　市内の講座で活動している女性
たちの作品展
期間　２月23日（金・祝）～３月24日㈰
時間　10時～15時
場所　蓮沼ガーデンハウスマリーノ内
　（山武市蓮沼ホ311）
入場料　無料
T　蓮沼ガーデンハウスマリーノ
　☎0475（86）2511

第102回ウォーキングサロン� �
� 「昭和の森を訪ねる道」参加者募集
実施日　３月９日㈯雨天中止
集合　土気駅10時15分
交�通　（東金線）成東駅発９時39分
→土気駅着10時12分
コ�ース　土気駅→昭和の森公園
ウォーキング（昼食・休憩）→土
気駅（約7.5キロ）
その他　①弁当、飲み物、敷物
　②会費200円（当日集金）
締切　２月29日㈭
S���・T　ウィザードクラブ　岩井
　📱090（3593）2860
Hhttps://www.wizardclub.org/

さんぶの森元気館からのお知らせ

◆子どもクラス（ジャズダンス・クラ
シックバレエ・キッズ水泳運動教室）
体験料無料キャンペーン
　各種教室体験料1210円のところ、２
月中は無料で体験いただけます。ぜひ
この機会に体験してみてください。
◆セルフマッサージ（スッキリ下半身）
　エステティシャンによるセルフ
マッサージを実施します。
日時　２月15日㈭12時30分～13時30分
参加費　880円
※�詳細はホームページもしくは電
話にてお問い合わせください。

T　さんぶの森元気館　☎0475（80）9300
H�https://information.konamisportsclub.jp/
trust/genki/

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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プロ野球選手になりたい

全力で野球を楽しみたい！

中学、高校でも
続けたい！

一つでも多く勝ちたい！

コーチ達が子ども達の成長に合わせて指導している
ので、初心者でも安心して参加できます。
声かけが盛んな明るいチームで、一戦一戦大事に取
り組み、県大会で１つでも上へ勝ち進むことを目標
にしています。

1976年に創立し、地域の方々に支えられてきた歴史
あるチームです。野球の楽しさと、走攻守の基本を教
え、ここでの経験をもとに、さまざまなステージで活
躍できることを願い活動しています。
いつでも見学、体験しに来てください！

「一緒に野球しよう！」最初はルールを知らなくても
友達が一緒に教えてくれます。勝ち負けの経験や練
習を重ねていく中で、強くたくましくなっていきます。
いつでも見学、体験大歓迎です。気軽にグラウンドに
遊びに来てください。

（土）、（日）、（祝）9時～16時　鳴浜BBC専用グラウンド
代表：鈴木　📱080（5493）9250

（土）、（日）、（祝）　9時～17時　成東小グラウンド
代表：今関　☎0475（82）7753

（土）、（日）、（祝） 9時～13時　松尾運動公園野球場 他
代表：川畑　📱090（1115）1613

市民記者が
行く

「市内でがんばる子どもたち」をテーマに
山武市少年スポーツクラブ連合会加盟団体をご紹介します(Voｌ.8)

鳴浜BBC（少年野球）

成東ファイターズ（少年野球）

松尾ブルーウイングス（少年野球）

柔らかいボールと 
メガホンバットで 
楽しむ友遊ボール 
もやっているよ！

家で朝晩素振り
100回しています

野球を通じて
友達増えるよ

初心者でも指導
がしっかりして
いるので安心！

野球の楽しさを
知ってもらいたい

男女問わずメンバー
たくさん募集しています！

OBでプロ野球選手
もいます

鳴浜 BBC鳴浜 BBC
ホームページホームページ

成東ファイターズ成東ファイターズ
ホームページホームページ

松尾ブルーウイングス松尾ブルーウイングス
ホームページホームページ
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T　成東文化会館� ☎0475（82）5222
　　さんぶの森文化ホール　☎0475（8０）９７００

出演者　①TeamSwitch　②四街道市民劇団　座・劇列車
　　　　③劇団１２０ＧＢ
日　時　２月18日㈰　開演14：00
場　所　成東文化会館のぎくプラザ　ホール
内　容　�今回は３団体が参加する演劇祭です。
入場料　�一般：1000円　高校生以下：800円全席自由�

※�購入は成東文化会館のぎくプラザまたは
2次元コードからご予約をお願いします。

第３回SAMMU演劇祭

日　時　３月２日㈯　開演14：00
場　所　さんぶの森文化ホール
受講料　無料（定員20人）
申し込み　�☎0475(71)2187（宗形）または�

Mfl1634hs1225@gmail.com（神明）
内　容　�オカリナの楽しさに、ぜひ触れてみてください。

オカリナワークショップ

出　演　宮本まいこ (スティールパン )
　　　　宮野下シリュウ (マリンバ )
　　　　中丸達也 (パーカッション )
日　時　２月16日㈮　開演19：00（20：40終演予定）
場　所　成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料　1000円　全席自由
　　　　※当日券のみの販売とします。
内　容　�スティールパンとマリンバ・パーカッションが奏でる

トロピカルな心地よいひとときをお楽しみください。

サロンコンサートvol.246
Maicology スティールパンコンサート

毘沙門天立像

お互いの安全のため、ご来場の際にはマスクの着用を推奨します。

2月の休館日　5日（月）、13日（火）、14日（水）、19日（月）、26日（月）、27日（火）

榧
かや
材の一木造・玉

ぎょく
眼
がん
嵌
かん
入
にゅう
の像で、現状は古

色である。
城下の福星寺に祀られていて、築城時期と
作期が概ね一致することから、あるいは成東
城の守護神として造像されたのではないかと
思える。颯

さっ
爽
そう
とした立ち姿を境内入って右側

の祀
し
堂
どう
でいつも拝むことができる。

城主成東千葉氏が代々信仰を寄せたのは妙
みょう

見
けん
菩
ぼ
薩
さつ
で、この城下にも正安元年（1299）

の刻銘を持つ懸
かけ
仏
ぼとけ
（市文化財）が伝来してい

るが、古来千葉氏には妙見と毘
び
沙
しゃ
門
もん
天
てん
を同体

視する考えがあり、千葉神社の古記録（「千
学集抄」）にも、千葉氏の惣

そう
領
りょう
が正月、本尊

妙見の代わりに毘沙門天を拝する儀礼が記さ
れている。
寺名も北極星の尊格化である妙見菩薩を示
唆するもので、城主家の毘沙門堂が前身だっ
たと考えるべきだろう。近辺には「内宿」の
小字が残っていて、城主や家臣の屋敷が軒を
並べていたものと思う。
� 濱名徳順 (山武市文化財審議会会長 )

文化会館催し物さんむ文化財ギャラリー㉚さんむ文化財ギャラリー㉚

成東�福
ふく

星
しょう

寺
じ

�室町時代�105㎝

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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�

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
応
援

　
　
地
域
企
業
が
贈
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

松
尾
小
学
校
６
年
生
が
将
来
、
自
分

の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
何
を
学
び
、
経

験
す
る
必
要
が
あ
る
か
、Ｅ
Ｇ（
さ
ん
む

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進
協

議
会
）の
皆
さ
ま
と
と
も
に
一
緒
に
考

え
、
発
表
す
る
未
来
デ
ザ
イ
ン
ゲ
ー
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
夢

を
抱
く
小
学
生
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
の

未
来
へ
の
教
養
を
深
め
る
機
会
と
な
り
、

将
来
の
夢
に
真
剣
に
向
き
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
人
生
の
先
輩
で
あ
る
Ｅ
Ｇ
の

皆
さ
ま
か
ら
実
体

験
に
基
づ
く
講
話

を
い
た
だ
き
、
小

学
生
た
ち
は
終
始

真
剣
な
眼
差
し
で

参
加
し
、
山
武
市

の
未
来
を
担
っ
て

い
く
心
を
育
み
ま

し
た
。

　

�

成
東
中
学
校
こ
つ
こ
つ
教
室

成
東
中
１
年
生
を
対
象
に『
さ
ん
む

医
療
セ
ン
タ
ー
骨
粗
し
ょ
う
症
リ
エ
ゾ

ン
サ
ー
ビ
ス
委
員
会（
委
員
長
石
川
哲

大
医
師
）』が
主
催
す
る「
こ
つ
こ
つ
教

室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。小
学
生
向
け

（
前
月
号
Ｐ
26
参
照
）と
中
学
生
向
け
の

講
座
は
内
容
が
変
わ
り
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
に
も
、骨
が
急
成
長
を
遂
げ

る
中
学
時
代
の
運
動
・
栄
養
・
睡
眠
等

に
つ
い
て
専
門
的
な
説
明
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

�

歳
末
防
犯
警
戒
出
動
式

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
歳
末
特
別

警
戒
出
動
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
警
察
署
長
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の

は
、バ
ル
サ
ミ
コ
ヤ
ス
さ
ん（
市
内
芸
術

家
）と
Ｂ
ａ
Ｂ
ａ
ピ
ザ（
笑
の
会
）の
皆
さ

ん
。警
察
の
制

服
に
身
を
包

み
、号
令
を
か

け
る
と
一
斉
に

警
察
や
管
内

の
防
犯
関
係

機
関
が
パ
ト

ロ
ー
ル
に
出

動
し
ま
し
た
。

ま
た
、オ
ラ
イ
は
す
ぬ
ま
前
の
ス
ペ
ー

ス
で
は
、防
犯
啓
発
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
、
市
内
こ
ど
も
園
の
園
児
な

ど
も
加
わ
り
、バ
ル
サ
ミ
コ
ヤ
ス
さ
ん
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
り
、紙
芝

居
に
よ
る
防

犯
意
識
の
向

上
に
寄
与
し

ま
し
た
。皆
さ

ん
も
で
き
る

防
犯
対
策
や

安
全
運
転
に

心
が
け
ま
し
ょ

う
！

　

�

人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
こ
こ
に
あ
る

�

「
松
尾
朝
市
」心
の
交
差
点

年
末
に
開
催
さ
れ
た
松
尾
朝
市
で
は

お
花
、の
し
餅
、し
ん
こ
餅
な
ど
お
正
月

の
品
々
を
求
め
る
多
く
の
お
客
様
で
賑

わ
い
ま
し
た
。「
毎
回
楽
し
み
に
来
て
い

ま
す
」と
両
手
い
っ
ぱ
い
に
お
花
を
か

か
え
る
お
客
様
の
笑
顔
と
共
に
、
松
尾

朝
市
は
30
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
誇

り
、地
域
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。出
店
者

さ
ん
も
馴
染
み
の
お
客
様
が
見
当
た
ら

な
い
と「
何
か
あ
っ
た
の
で
は
」と
心
配

に
な
る
と
い
う
心
温
ま
る
交
流
も
松
尾

朝
市
の
魅
力
で
す
。

毎
週
日
曜
日
7
時
30
分
か
ら
8
時
ま

で
、
山
武
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

前
で
開
催
さ
れ
る
松
尾
朝
市
で
は
新
鮮

な
農
産
物
や
魚
、
手
作
り
の
総
菜
な
ど

販
売
中
で
す
。

12
28

12
4

12
13

11
29
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ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
h

ttp
s://w

w
w

.city.sam
m

u
.lg

.jp/
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
hishokoho@

city.sam
m

u.lg.jp

みやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した「大豆インク」
を使用しています。

広
報

さ
ん

む
は「

公
益

社
団

法
人

山
武

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
」に

委
託

し
、全

戸
配

布（
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
）を

行
っ

て
い

ま
す

。ま
た

、市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ス
マ

ホ
ア

プ
リ「

マ
チ

イ
ロ

」で
も

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
原

則
、毎

月
１

日
か

ら
３

日
ま

で
の

間
に

配
布

を
行

っ
て

い
ま

す
が

届
か

な
い

場
合

や
広

報
不

要
の

申
し

込
み

、配
布

部
数

の
変

更
は

山
武

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
☎

0479(86)6616ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

　
　
災
害
義
援
金
受
け
付
け
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
１
月
１
日
に
石
川
県
能
登

地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７.

６
の
地
震
と
そ
の
余
震
等
に
よ
り
、
建

物
倒
壊
の
ほ
か
、
多
数
の
死
傷
者
が
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
赤
十
字
社
が
実

施
す
る
救
援
活
動
・
復
興
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

義
援
金
名
称　
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
災
害
義
援
金（
石
川
県
、
富
山
県
、
新

潟
県
）」

受
付
期
間　
１
月
４
日
㈭
～
12
月
27
日
㈮

受
付
方
法　
日
本
赤
十
字

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
不
要
の
募
金
箱
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
本
庁（
受
付
）お
よ
び
各
出
張
所

に
設
置
し
て
お
り
ま
す（
３
月
27
日
㈬
ま

で
）。

日本赤十字
ホームページ

令
和
6年
2月
1日
発
行
　
編
集
・
発
行
／
山
武
市
秘
書
広
報
課

デスクワークが多く運動不足になりがちなので、休日は近所を散歩するようにしています。
普段通らない道をあえて歩いてみると、「この道はここに繋がってたのかー」という発見もあっ
たり、季節の移り変わりや素敵なスポットを見つけることができるかも！
皆さんも健康のために歩いてみてはいかがでしょうか。� （Y）

今月の一言▶

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
広　　告


